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死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

シートベルト着用の宣言文を読み上げる中野安協支部長

用を聾書トトベ)vシー
安全協会長浜@大和支部

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
前
の
四
月

五
日
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
員
の

委
嘱
式
が
町
体
育
館
前
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
通
安
全
協
会
長
浜
支
部
が
着
用

モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、
中
野
茂
明

支
部
長
ら
三
十
二
人
に
、
富
田
初
大
洲

署
長
か
ら
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
支
部
長
が
「
シ

1
ト
ベ
ル
ト
モ

デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
広
く
町
民
の
協

力
を
得
て
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま

す
」
と
宣
言
文
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
山
か
ら
応
援
に
か
け
つ
け

た
松
山
外
車
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
十
人

と
と
も
に
約
一
二
十
台
の
車
で
町
内
を
パ

レ
ー
ド
し
、
町
長
も
「
ハ

l
レ
l
ダ
ピ

ッ
ト
ソ
ン
」
の
助
手
席
に
乗
っ
て
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

な
お
、
八
日
に
は
大
和
支
部
で
シ
l
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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昭
和
五
十
九
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
、
三
月
十
五
日
か
ら
二
十
一

日
ま
で
の
七
日
聞
の
会
期
で
聞
か
れ
、
行
財
政
改
革
が
叫
ば
れ
る
中
で
五
十
九

年
度
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
臨
海
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
の
設

置
の
条
例
案
な
ど
四
十
一
件
が
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
。
ま
た
、
長
浜

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び
補
充
員
の
選
出
、
衆
議
院
議
員
定
数
是

E
に

関
す
る
要
望
決
議
蓄
や
河
辺
川
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
な
ど
議
会

五
十
九
年
震

lま

じ

め

59年度スタート.ゲ

町
長
就
任
以
来
、
西
国
先
生
、
議
員

各
位
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
深
い
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
円
滑
に
町

行
政
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

現
下
の
世
界
情
勢
は
言
う
に
及
ば
ず
、

園
内
の
社
会
経
済
情
勢
も
極
め
て
厳
し

開
発
の
推
進

開
発
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年

十
一
一
月
、
議
決
さ
れ
た
総
合
工
、
不
ル
ギ

l
基
地
建
設
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
そ

方
針
要
量

く
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
制
約
、
貿
易

摩
擦
の
解
消
な
ど
、
諸
問
題
が
山
積
し

て
い
る
。
我
が
長
浜
町
に
と
っ
て
も
、
行

財
政
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
そ
の
中

に
あ
っ
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
こ
と
な
く
、
真
に
住
民
の
負
託
に
答

え
る
た
め
、
将
来
を
見
通
し
、
計
画
的

に
行
財
政
施
策
を
勇
気
を
も
っ
て
執
行

し
、
「
豊
か
な
文
化
を
持
つ
町
守
つ
く
り
」

を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
実
現
に
向
っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
昨
年
九
月
か
ら
進
め
て
き
た
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
計
画
ど

お
り
進
行
し
て
お
り
、
港
湾
計
画
な
ど

園
田
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
立
案
中
で

あ
る
。
我
が
長
浜
町
の
進
む
方
向
は
、

提
出
の
八
つ
の
案
件
は
受
理
採
択
さ
れ
、
請
顕
文
書
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し

た。
ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
町
長
が
昭
和
五
十
九
年
度
の
施
政
方
針
を
演
説
。

一
般
質
問
で
は
五
人
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら
ま
し
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

全
力
を
傾
注
し
て
最
大
の

努
力
を
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

施政方針を述べる二宮町長

設生
の活
整環
備境

方笹

愛
媛
県
が
提
唱
し
て
い
る
西
瀬
戸
経
済

圏
構
想
の
中
で
の
拠
点
と
し
て
の
開
発

で
あ
り
、
本
構
想
の
実
現
こ
そ
が
、
歩

む
べ
き
最
良
の
道
で
あ
る
と
判
断
し
た

以
上
、
理
想
郷
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

た
と
え
困
難
が
予
想
さ
れ
よ
う
と
も
、

地
方
自
治
体
の
本
旨
は
、

A
7
更
申
す
ま
で
も
な
く
地

域
住
民
の
福
祉
で
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
快
適

で
定
住
で
き
る
よ
う
生
活

環
境
を
保
全
し
つ
つ
、
豊

か
で
活
力
あ
る
生
活
環
境

を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
交
通
体
系
、
上
下
水

道
、
運
動
施
設
、
公
園
、
街
路
な
ど
を

整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
現
財
政
事
情
下
で
の
単
年

度
整
備
は
む
つ
か
し
い
の
で
、
計
画
的

に
整
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

¥
 

国
道
三
七
八
号
線
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
在
櫛
生
工
区
に
つ
い
て
施
工
中

で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
、

櫛
生

1
出
海
閣
の
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
り
、
早
期
完
成
に
努
力
す
る
。

県
道
の
整
備
は
、
長
浜

1
保
内
線
、

長
浜

1
中
村
線
、
櫛
生

1
大
洲
線
な
ど

の
改
良
促
進
を
図
り
た
い
。

不
燃
物
処
理
場
整
備
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
と
っ
て
、

深
刻
か
っ
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
地
元

の
ご
協
力
を
項
き
な
が
ら
、
昭
和
五
十

九
年
度
完
成
を
目
ざ
し
て
い
る
。

上
水
道
の
改
良
に
つ
い
て
、
一
部
配

水
管
の
布
設
替
え
、
水
源
確
保
に
伴
う

事
業
費
等
を
計
上
、
早
期
完
成
を
目
ざ

し
、
良
質
の
飲
料
水
を
豊
富
に
町
民
の

皆
さ
ん
に
供
給
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

公
営
住
宅
は
、
地
域
改
善
事
業
で
大

谷
口
に
全
体
で
十
六
戸
建
設
す
る
予
定

で
あ
り
、
道
路
な
ど
と
相
ま
っ
て
環
境

整
備
を
図
り
た
い
。

集
会
所
に
つ
い
て
は
、
情
報
化
社
会

の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と議案審議をする各議員
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書週阻薗置濁仁三週-

し
て
卓
要
で
あ
り
、
豊
茂
、
柴
犬
位
、

橋
立
な
ど
へ
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

集
落
と
集
落
を
結
ぶ
生
活
道
に
つ
い

て
ほ
、
将
来
の
町
づ
く
り
長
浜
町
振
興

計
画
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、
ヰ
也
市
…
的

に
改
良
新
設
を
行
う
と
共
に
、
地
域
の

実
態
に
即
し
た
対
応
を
進
め
る
が
、
極

力
補
助
率
の
高
い
も
の
、
有
利
な
も
の

な
導
入
し
て
整
備
を
進
め
た
い
c

一明向問中勺議会 .59年度の施政方針一一下戸中高~時←~

教

育

施

設

の

整

備

本
町
は
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
て

厳
し
い
財
政
の
中
ゥ

ι施
設
の
整
備
に

労
め
て
き
た
。
昭
和
一
九
十
八
年
度
は
山
山

海
小
学
校
を
完
成
さ
せ
、
ト
半
年
度
は
柴

小
学
校
改
築
を
計
両
し
て
い
る
の

し
か
し
、
ま
だ
附
属
施
設
の
整
備
は

不
十
分
で
あ
り
、
中
長
期
財
政
計
酬
の

中
で
要
望
に
そ
〉
て
順
次
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。

教
育
は
、
施
設
の
充
実
で
事
ム
り
る

も
の
で
な
く
、
児
童
生
徒
に
対
し
愛
情

院 一 円ア溜

と
厳

L
さ
を
必
要
と
し
て
、
家
庭
、
学

校
、
社
会
教
育
の
連
携
に
よ
っ
ど
本
町

校
育
の
支
を
土
、
げ
る
べ
き
疋
と
思

3
t

最
近
、
町
民
の
北
口
さ
ん
か
ら
社
会
教

育
、
社
会
体
育
に
つ
い

C
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
と
り
わ

け
社
会
体
育
に
吋
4
る
要
望
が
多
様
化

し
て
わ
り
、
そ
の
よ
-
J
h
u
中
で
劃
労
有
体

育
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
と
却
で
あ
る
。

こ
の
施
設
を
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
。
つ

く
り
の
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用
し
て

一
明
き
た
い
。

特
に
最
近
青
少
年
の
非
行
犯
非
の
増

加
が
し
へ
き
な
社
会
問
題
と
乞
っ
て
い
る

の
で
、
社
会
教
育
に
重
点
を
む
き
、
公

民
館
活
動
を
中
心
に
、
あ
ら
ゆ
る
施
設

を
利
用
し
て
人
づ
く
り
教
育
に
徹
し
た

福

祉

対

策

58年度に完成した出海小学校

U

同
一
齢
化
社
会
が
進
行
ト
9

る
中
で
、
老

人
福
祉
対
策
は
町
村
行
政
の
重
要
課
題

で
あ
る
じ
高
齢
者
、
障
台
半
什
会
ど
社
会

的
に
恵
ま
れ
な
い
真
に
社
会
福
祉
を
必

嬰
と
す
る
人
た
ち
に
、
混
か
い
愛
の
子

を
主
し
の
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
家
庭
奉
仕
の
充
実
、
生
き
が
い
対
策

な
ど
、
ど
の

4
う
な
形
で
つ
く
り
上
げ

て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
極
め
て
急
を
要

す
一
合
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善

も
町
村
に
と
っ
て
毛
安
で
あ
り
、
老
人

医
療
制
度
と
合
わ
せ
財
政
の
増
強
策
を

考
え
る
必
要
か
あ
る
。

児
重
母
子
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の

強
化
を
凶
る
た
め
に
も
、
保
育
所
め
あ

り
方
に
つ
い
で
児
直
し
を
行
い
、
弛
山
崎d

一
宮
〔
」
わ
し
い
保
育
所
づ
く
り
に
努
め
、

真
に
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童
の
措
置

が
適
切
に
実
行
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く

り
に
第
め
た
け
。

母
子
福
祉
に
つ
い
て
も
、
貸
付
制
度

の
枠
や
条
件
を
ゆ
る
め
て
利
用
し
や
す

く
し
、
障
害
児
を
か
か
え
る
家
庭
や
、

介
措
置
を
必
妥
と
す
る
家
庭
に
は
、
介
選

人
派
追
な
と
の
内
容
を
い
帆
討
、
そ
の
充

実
£
図
り
と
い
。

各

櫨

産

業

の

振

興

地
域
に
お
け
る
経
済
基
盤
の
昨
立
を

凶
る
た
め
に
は
、
各
種
産
業
の
松
典
、
治

性
化
が
極
め
て
重
要
公
課
題
で
あ
る
。

農
業
の
基
本
姿
勢
は
、
み
か
ん
を
基

幹
作

H
と
し
て
、
養
蚕
、
野
菜
、
業
た

ぽ
一
」
、
畜
産
と
多
種
目
に
わ
た
り
振
興

を
図
つ
で
き
た
が
、
農
玄
周
産
物
の
質
め

自
由
化
や
固
め
政
策
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
農
業
を
と
り
ま
く
市
情
勢
は
極
め

で
ぷ
刻
で
あ
る
。
自
由
化
阻
止
と
国
の

政
策
変
更
を
強
く
求
め
る
と
同
時
に
、

県
が
提
唱
?
る
一
町
一
日
間
運
動
を
進
め
、

土
壌
の
基
盤
繋
備
を
し
ご
、
複
合
経
討

に
よ
り
農
業
収
入
の
増
大
を
凪
る
必
要

が
あ
る
。
農
協
を
母
体
と
し
て
宅
注
一
斗
局

次
を
結
集
し
、
出
品
R
J

治
な
連
携
を
と
り
公

が
ら
農
業
の
振
興
に
努
め
た
い
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
肱
川
流
域
林
業

振
興
計
画
に
基
づ
け
て
、
優
良
体
の
仲
土

産
指
導
を
行
-
7
と
共
に
、
松
く
い
虫
跡

地
刈
策
や
、
し
い
た
け
生
産
め
振
興
、

原
木
碓
似
の
た
め
有
林
を
し
て
経
営
安

定
を
図
り
た
い
。

中
小
産
業
に
つ
い
て
は
、
生
産
環
境
が

予
想
以

I
に
厳
し
い
中
で
、
漁
業
の
拠

点
で
あ
る
漁
港
の
整
備
を
計
画
的
に
進

め
る
一
方
、
魚
族
の
繁
婚
を
促
す
魚
崎
明

設
置
は
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
。
作

年
度
か
円
、
新
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事

業
に
総
額
約
二
億
円
乏
か
け
て
取
り
組

九
で
お
り
、
完
虞
後
に
は
魚
池
内
及
び
施

設
の
繋
備
が
山
来
上
が
り
漁
栄
振
興
に

大
い
に
貢
献
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

尚
仁
業
の
振
興
に
つ
い
ご
は
、
第
一

A

次
開
発
売
進
め
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
一
雇
用
の
増
大
が
悶

ιれ
、
人
口
靖
に

よ
る
購
買
力
の
増
大
と
、
令
業
活
動
の

活
発
化
に
よ
る
商
半
業
の
進
展
に
大
き

な
期
待
合
待
っ
て
お
り
、
ご
の
こ
と
以

外
に
活
路
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
、
商
工
業
の
体
質

改
善
を
凶
り
、
町
外
で
購
買
し
よ
う
と

す
る
意
次
主
長
糾
町
に
止
め
る
対
策
、

待
に
、
商
庖
街
の
整
備
、
山
舗
の
改
公

な
い
と
長
実
施
し
、
ヰ

l
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
経
営
者
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な

指
導
、
援
助
を
行
い
、
地
域
に
似
ぎ
し

た
消
費
μ
臼
仁
信
頼
さ
れ
る
小
売
業
者
の 町の「特産品」に指定されたキウィフルーツ

育
成
に
努
め
た
い
。

行

政

改

革対

応

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い

て
も
ぷ
卓
一
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、

検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
町
と
し
で
も

必
要
性
を
痛
感
し
て
、
昨
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

特
に
、
役
場
の
機
幡
、
行
政
シ
λ
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
簡
素
、
合
理
化
を
図

る
と
と
も
に
、
コ
/
ピ
ー

l
タ
!
な
と

を
導
入
し
て
、
事
務
の
正
確
、
迅
速
化

を
凶
つ
て
な
V

り
た
い
。

そ
の
ほ
か
、
事
業
の
広
域
化
な
と
も

含
め
て
精
力
的
に
険
討
を
進
め
対
応
し

ナ八

L

同川
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
育
ん

で
い
た
だ
け
る
「
楽
し
く
住
み
よ
い
川

づ
く
り
」
「
豊
か
で
働
き
が
い
の
あ
る

町
づ
く
り
」
ギ
大
し
い
人
情
と
よ
化
の

町
3

つ
く
り
」
が
で
き
る
か
ど
う
か
?
あ

る
一
こ
の
た
め
に
は
、
日
払
と
議
員
各
伎

の
宇
一
理
解
と
こ
協
力
、
町
職
員
の
厳
L

い
行
政
の
射
状
認
識
と
そ
れ
に
対
応
す

る
努
力
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
積
限
的
な

行
政
参
加
の
も
と
に
魅
力
あ
る
長
浜
町

存
一
っ
く
り
し
し
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

皆
占
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
を
心
と
し

て
、
次
の
世
代
へ
誇
り
を
も
っ
て
引
き

継
ぐ
こ
と
の
で
さ
る
長
浜
町
に
し
て
い

き
た
い
。
今
後
、
と
九
一
よ
り
一
層
の
ご
指

導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た
い
。

り
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海土地造成事業

開会討を新設

昭和59年度の当初予算が次の通り決まり

ました。(%は前年度当初予算との比較)

I一蹴会計] 32億 6，448万3千円 (2.4%増)

I臨 海土地造成事業特別会計] 16i意 8，400

万円。

{国民健康保険特別会計] 7億 8，628万2千

円 (20.1%増)

I国民健康保険直営診療所特別会計] 710 

万6千円 (3.8%増)

I住宅新築資金等貸付事業特別会計] 8，067 

万1子円 (20.2%増)

[港湾施設特別会計] 1，000万円 (4.2%増)

I老人保健特別会計]4億 5，531万7千円 (13.5

%増)

I簡易水道事業特別会計11億 645万円 (7.2

%i威)

I水道事業会計]収益的収入予定額 9，229

万7千円。収益的支出予定額 9，198万6千円。

資本的収入予定額 2億 7，998万円。資本的支

出予定額 3億 100万8千円。

I工業用水道事業会計]収益的収入予定額

2，252万 2千円。収益的支出予定額 2，187万9

千円。資本的収入予定額 1，200万円。資本的

支出予定額 1，670万4千円。

己二昭和59年度二]

議会@予算の債いみち今年度の特徴

新
し
い
事
業
や
、
と
く
に
力
を
そ
そ
ぐ

事
業
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
大

き
く
変
化
の
生
じ
た
も
の
な
ど
を
「
特

徴
」
と
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
(
文

中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比

較
。
-
般
会
計
の
目
的
別
費
目
総
額
の

(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
の
総
額
に
占

め
る
同
費
目
予
算
の
割
合
)

L釘史的立特徴 11

本
年
度
に
お
け
る
地
方

財
政
は
、
昨
年
度
よ
り
更

に
厳
し
く
、
全
科
目
に
わ

た
っ
て
慎
重
に
見
直
し
を

行
い
、
財
政
の
健
全
化
を

基
調
に
し
た
国
の
点
針
に

そ
っ
て
、
財
源
の
重
点
的

か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行

3機;

ぃ
、
節
度
あ
る
財
政
運
営
を
図
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

社
会
経
済
情
勢
や
行
財
政
改
革
の
方

総務費

一
般
管
理
・
文
書

・
広
報
・
有
線
放
送

電
話
・
財
産
管
理
・

企
画
・
事
務
連
絡
・

生
活
行
政

推
進
・
徴

税
・
戸
籍

住
民
登
録

.
選
挙
な

ど
の
こ
と

に
使
う
お

金
の
こ
と

向
に
対
応
す
る
た
め
、
一
般
行
政
経
費

の
徹
底
節
減
を
図
り
、
住
民
生
活
に
直

結
し
た
事
業
の
導
入
に
努
め
、
今
後
に

お
け
る
事
業
取
り
組
み
は
効
果
、
効
率

を
見
極
め
て
い
く
姿
勢
で
当
初
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

環
境
ア
セ
ス
調
査

委
託
料
な
ど

31:意 4，553万 4千円 (10.6%)

有
線
放
送
施
設
は
、
今
坊
、
出
海
幹

支
線
改
修
工
事
を
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。区

長
会
研
修
旅
費
と
し
て
三
百
三
十

万
六
千
円
。
農
業
委
員
選
挙
費
百
三
十

八
万
五
千
円
。
漁
業
海
区
調
整
委
員
選

挙
費
百
十
九
万
八
千
円
。

学
校
基
本
調
査
、
工
業
統
計
調
査
、

石
油
等
消
費
構
造
調
査
、
農
業
セ
ン
サ

ス
な
ど
の
年
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
、

'Jaむ母

℃撃陣

た A又会計

円の歳入歳出



5 

-璽璽盈藍蜜冨圏

そ
の
経
費
二
百
阿
ト
九
万
八
千
円
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
施
設
と
し
て

豊
茂
の
本
村
地
区
と
柴
の
柴
大
越
地
区

に
集
会
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
下
平
、
田
測
地
区
集
会

併
に
は
陽
だ
ま
り
の
部
一
尽
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

A
R

山
費
で
は
、
開
発
事
業
に
闘
す
る

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
委
託
料
む
よ

び
過
煉
パ
ス
補
助
金
、
離
島
航
路
補
助

金
な
ど
全

A
上
し
て
い
ま
す
。

玄室与議会@予算の使いみち今年度の特徴田園盟F

主
人
福

祉
・
U
U

ん童

恥
wv
費
目

r

l

H

制

・

什

巴

同
f-一
)
時
国
付
付
・
も
=
-
民
年
金

ヤ
明
レ
匂

ρ的
メ
匂

J
嶋
田
・
生
ぃ
活

ト

ー

;
2・

9
c
一、
EiF
渋
害
状

耳目、

4

助
な
ど

に
使
う
む

金
の
こ
と

地
域
改
善
向
公
営

住
宅
を
建
設

冨置冨罷彊置置題罷窪塁霊室三盃

地
ト
々
改
善
事
業
四
件
で
一
一
一
億
七
千
七

十
五
万
一
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

地
域
改
善
向
公
常
住
宅
を
A
7
坊
地
区

に
六
一
戸
建
設
す
る
こ
ど
に
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
三
百

μ
十
万
二
千
円
、
ホ

i
ム
ヘ
ル
パ

1
委

託
料
一
-
斤
凶
十
七
万
三
千
円
、
心
身
障

害
者
、
長
期
療
養
者
、
施
設
入
所
者
へ

の
見
舞
金
二
百
三
十
万
七
千
円
、
民
生

児
童
委
員
等
に
三
百
十
万
七
千
円
計
上

し
て
い
ま
す
。

右
人
福
祉
関
係
で
は
、
高
齢
者
年
金

に
一
二
百
六
十
万
円
、
敬
老
公
関
係
に
一
一
一
一
白

九
十
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
金
百
卜
七

万
一
千
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
り

母
子
福
祉
で
は
、
零
歳
児
、
母
子
医

療
費
に
六
百
六
卜
五
万
瓦
千
円
な
ど
を

け
上
し
て
い
ま
す
。

農林水産業費
の〉と関
こわに{系 i魚林一農
と金{吏な業業業

51.意1.601万8千円(1:).品%)

8 iJ意4，112万 9千円 (25.8%) 

漁
業
近
代
化
施
設

整
備
な
ど

農
業
委
員
会
組
織
の
遂
常
と
農
地
等

の
利
用
関
係
の
制
整
、
争
議
の
防
止
、

お
よ
び
農
地
流
動
牝
の
有
効
利
用
推
進

な
ど
の
た
め
七
百
九
十
四
万
六
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
で
は
、
農
業
生
産
総
合
振

興
対
策
と
し
て
、
か
ん
き
つ
産
地
再
編

整
備
持
別
対
策
事
業
な
ど
の
輔
助
金
一

千
百
三
十
一
万
一
千
円
。

台
産
振
興
関
係
で
は
、
水
田
長
飼
料

作
高
住
生
産
対
策
事
業
、
酪
農
総
人
口
共

進
会
補
助
な
ど
の
経
費
を
計
上
し
て
い

ま
す
。国

土
調
在
は
、
瓦
十
八
年
度
で
豊
茂

地
区
一
コ
了
二
九
平
方
キ
ロ

μ
の
一
筆

調
査
を
完
了
し
、
江
十
九
年
度
に
登
記

事
務
を
約
二
千
筆
と
穂
積
地
区
の
一
部

二
・
四
二
平
方
キ
ロ

μ
を
実
施
す
る
予

定
で
、
そ
の
経
費
二
千
八
百
六
十
八
万

六
千
円
。

林
業
振
興
で
は
、
林
業
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
、
必
く
い
虫
被
害
跡
地
造

林
対
策
補
助
お
よ
び
中
核
労
務
班
員
養

成
確
保
対
策
に
百
二
十
三
万
円
〉
同
伐

促
進
対
策
事
業
、
し
い
た
け
生
産
に
対

す
る
整
備
事
業
な
ど
の
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

水
産
振
興
で
は
、
漁
場
環
境
の
保
全
、

整
備
開
発
、
資
源
の
培
養
、
漁
場
管
理

体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
魚
崎
町
設
置
、

築
い
そ
い
事
業
に
一
千
五
臼
I

五
万
円
、
近

代
化
施
設
整
備
、
魚
具
類
の
増
姐
を
凶

る
た
め
椎
九
州
、
稚
只
の
放
涜
お
よ
び
た
こ

っ
ぽ
投
入
事
業
な
ど
の
補
助
に
三
千
五

百
四
十
五
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
o

団
体
営
土
地
改
良
事
業
で
宮
、
笥
生

一
二
一
地
医
の
農
道
舗
装
を
仔
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

衛生費
の う ど 処 - 害 般衛
二 ffに埋汚 1;方・'l:1呆
と金伎な物JI-公会， j建

2億 6，392万円 (8.1%)

汚
水
処
理
施
設
を
建
設

現
在
使
泊
中
の
不
燃
物
処
理
場
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
を
め
ど
に
使
用
不
一
川

能
と
な
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
、
瓦
十

九
年
皮
の
二
か
年
計
画
で
県
単
補
助
事

業
に
よ
り
、
面
積
五
千
二
百
七
十
八
平

方
灯
、
埋
立
可
能
量
一
刀
同
千
三
百
二

十
三
立
方
が
、
埋
立
使
肘
年
数
約
十
か

性質:&~ ，こ見

32億6，448万3千
({tt額は千IIJ単位)

(u)l)など円内数
(%は予算総額に

r
!
/
O
 

子
日

司
l
ム

・

量
、
万
円
ω

#
掌

k
p
n
y
〆F
t

、

業刊日
事
o
h

設
億

建
日

①
 

堅議A

見守輔
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年
の
規
模
で
、
峯
大
越
地
区
に
建
設
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
埋
立
処
分
場
が

完
成
し
、
五
十
九
年
度
に
は
、
汚
水
処

理
施
設
を
二
千
百
八
万
五
千
円
で
建
設

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
て
二
年

H

を
迎
え
、
今
年
も
四
十
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
健

康
診
査
、
訪
問
指
導
な
ど
各
種
の
事
業

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

四
十
歳
未
満
の
方
に
対
し
て
は
、
今
ま

で
通
り
い
ろ
い
ろ
な
保
健
事
業
を
行
い
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
、
皆
さ

ん
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

議会@予算の使いみち今年産の特融

土木
のうど施通道
こわに設安・下港河道
と金 f吏 な全交水湾川路

費

柿
ノ
久
保
線
ほ
か

の
改
良
、
舗
装
を

道
路
関
係
で
は
、
舗
装
道
路
の
補
修

な
ど
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。町

道
改
良
新
設
関
係
で
は
、
過
疎
計

画
に
よ
る
中
長
期
計
画
を
踏
襲
し
て
計

画
的
に
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
町
道
柿
ノ
久
保
線
ほ
か
十
か
所
の

改
良
お
よ
び
舗
装
事
業
を
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

下
水
道
で
は
、
衛
生
的
な
生
活
環
境

の
確
保
を
図
る
た
め
に
管
渠
(
か
ん
き

ょ
)
の
清
掃
、
改
良
な
ど
排
水
機
能
の

維
持
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
行
上
危
険
と
思
わ
れ
る
箇

所
に
は
防
護
柵
を
設
置
し
、
交
通
安
全

対
策
を
講
ず
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

商
業

・
工
業

・
観
光

関
係
に

使
う
わ

闇

金

の

こ

レ」

費工

商
工
業
の
振
興
及
び

観
光
事
業
の
推
進

2億 8，337万 6千円 (8.7%) 

商
工
業
の
振
興
お
よ
び
観
光
事
業
の

推
進
を
図
る
た
め
、
商
工
会
育
成
補
助

金
、
観
光
協
会
補
助
金
、
中
小
企
業
振

興
資
金
の
利
子
補
給
お
よ
び
保
証
料
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
灯
の
修
繕
お
よ
び
公
園
の

維
持
管
理
の
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

消防費

防
火
防

災
の
た
め

に
使
う
わ

金
の
こ
と

消
防
施
設
の
充
実

今
年
度
も
消
防
施
設
の
充
実
を
図
る

た
め
、
四
十
立
方
山
口
級
の
防
火
水
槽
一

基
(
出
海
沖
地
区
)
、
二
十
立
方

M
級
一

基
(
豊
茂
上
地
区
)
を
設
置
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

長
浜
分
団
第
四
部
へ
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
を
購
入
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

教育費

2，673万3千円 (0.8%)

学
校
教

育
・
社
会

教
育
の
全

般
に
使
う

わ
金
で
水

族
館
・
公

民
館
・
保

健
体
育
・

校
舎
建
設

な
ど
の
費

用
も
含
ま

れ
ま
す

柴
小
学
校
の
校
舎

改
築
費
な
ど

柴
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
、
大
和
、

喜
多
灘
小
学
校
の
プ

I
ル
サ
イ
ド
の
補

修
工
事
、
各
公
民
館
の
修
理
な
ど
を
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

9，202万9千円
(2.8% ) 

災害護|自費

災
害
を
受

け
た
か
所
を

復
旧
す
る
た

め
に
使
う
む

金
の
こ
と

朝
日
・
大
峰
線
ほ

か
の
復
旧
を

昭
和
五
十
八
年
九
月
二
十
八
日
の
台

風
十
号
に
よ
る
豪
雨
で
各
施
設
に
被
害

を
被
り
、
昨
年
度
も
復
旧
に
鋭
意
努
力

し
、
農
林
省
関
係
で
は
一
O
O
%
、
建

設
省
関
係
で
五
五
%
完
成
し
て
お
り
、

今
年
度
は
町
道
朝
日

1
大
峰
線
ほ
か
四

か
所
の
復
旧
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。

3億 483万 7千円 (9.3%)

街
訪
れ
可

ぴ

戸

い

」

4

老
人
保
健
拠
出
金
、

医
療
費
の
大
幅
な
伸

び
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
約
二
O
%
の

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
健
施
設
を

充
実
し
て
疾
病
予
防
対
策
を
図
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

国民健康
保険

7億8，628万2千円

老 人 保健

4億5，531万7千円

477万1千円 (0.1%)

老
人
保
健
法
に
必
要
な

医
療
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
総
額
で
一
三
・
五
%
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

国保 直 診

710万5千円

需
累
積
赤
字
解
消
分
百
万

円
お
よ
び
単
年
度
事
業
赤

字
解
消
の
た
め
百
四
十
二
万
二
千
円
を

繰
り
入
れ
て
赤
字
額
を
解
消
す
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

臨海土地
造 成 事業

16億8，400万円

二
次
開
発
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、

諸
調
査
委
託
料
や

工
事
請
負
費
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

j巷湾施設

1，000万円

一
千
万
円
計
上
し
て
港

湾
施
設
を
管
理
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ま望
す総が
。額あ

で、る

二見
O 込

み
二で用五 八
%す地件本 { y.¥ 
多 。取 、年 U必ヲ
く 得改度呼乙三平彬F

な 二修は l骨引~
つ 件五， I開陪有ず
て の件新 4 品.w.:.ー」司

い希、築

住宅新築資金
等貸付事 業

8，067万1千円

も
お

5
ヘ

ぷ

今
年
は
西
南
地
区
簡
易

水
道
の
配
水
管
を
引
き
続

き
布
設
す
る
た
め
の
工
事

費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

簡易水道事業

1億645万円
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水道事業

関
川

(頭書の通り)

前
年
に
引
き
続
き
老
朽

化
し
た
配
水
管
の
布
設
替

え
工
事
費
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

用
業
一
川

ム
豆
、
事
一
噛

;
道
一
語

工
水
一
。

本
年
度
は
、
昨
年

新
設
し
た
取
水
井
か

ら
の
導
中
小
管
布
設
工
事
費
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

三

議会@そのほか決まったこと

固
定
資
産
評
価
審
査
会
委
員
に

藤
井
さ
ん
を
再
選
任

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
否
委
員
・

藤
井
嘉
友
さ
ん
(
出
海
)
は
、
三
月
三
十

一
日
で
問
委
員
会
の
任
期
が
満
了
の
た

め
、
町
長
は
後
任
委
員
に
藤
井
嘉
友
氏

(
五
卜
五
歳
)
U
H
写
真
ー
を
再
選
任
、
議

¥
ふ
牧
民
以
内
AKwvfhtq

会
の
同
意
を
求

恥

畿

離

料

欝

伊

め

た

結

果

、

万

議

ヘ

機

響

機

場

一

致

で

同

意

J
V議
灘
議
溺
緩
麟
略
さ
れ
、
引
き
続

V
J

だ
岬
及
川
日
慰
安
、
い
て
同
委
員
に

決
ま
り
ま
し
た
。
同
委
員
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
柄
に
つ

い
て
、
不
服
や
異
議
の
申
し
立
て
が
あ

っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
審
査
す
る
の
が

任
務
で
す
。
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

戒
川
の
徳
田
敬
四
郎
さ
ん
曹
長
浜
の

上
回
重
喜
さ
ん
軍
出
海
の
藤
井
嘉
友
さ

ん

人
権
擁
護
委
員
に

熊
野
さ
ん
を
再
推
せ
ん

IU 

長
浜
町
人
権
擁
護
委
員
・
熊
野
熊
雄

さ
ん
(
長
浜

)
1写
真
U

は
、
四
月
十
五

お
綴
〈
一
彦
/
臼
で
任
期
満
了

手
ブ
ヤ
示
会
後
下
ぷ

?
ぷ
ぺ
主
盤
整
除
場
均
三
一
一

葦

7
1
F

議九一一一一六ム
rJWydrじ
ん
を
町
長
は
後
任
委

/
穿
設
機
ぽ
ザ
グ
ザ
浴
員
の
候
補
者
こ

d
w
W
7
w
y
w
v
b
g
z
q
f
;
 

会
縦
断
慨
を
¥
同
氏
を
再
推
せ

ん
、
議
会
の
意
見
を
求
め
た
結
果
、
全

員
異
議
が
な
く
同
氏
を
推
せ
ん
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

選
管
委
員
決
ま
る

前
任
者
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
新

し
い
選
挙
管
理
委
員
四
人
と
、
同
補
充

員
四
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
決
ま
っ
た

の
は
次
の
方
々
で
任
期
は
四
年
。
五
十

九
年
度
か
ら
六
十
-
一
年
度
聞
の
選
挙
管

理
の
事
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
く
決
ま
っ
た

選
挙
管
理
委
員
(
敬
称
略
)

兵
頭
信
男
(
六
十
二
歳
・
長
浜
)

市
「
井
源
一
(
六
十
三
歳
・
出
海
)

宇
都
宮
吉
幸
(
γ

五
十
七
歳
・
豊
茂
)

滝

内

昇

(

L

八
十
六
歳
・
白
滝
)

[
補
充
員
〕
金
橋
通
朝
(
長
浜
)
、
谷
本

勝
(
ド
須
戒
)
、
松
岡
寛
一
(
櫛
生
)
、
東

春
秀
(
A
7

坊
)

な
お
、
さ
る
四
月
六
日
、
初
委
員
会

が
聞
か
れ
た
結
果
、
委
員
長
に
は
兵
頭

信
男
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

山
焼
き
な
ど

火
入
れ
に
関
す
る
条
例

森
林
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
火
人

れ
許
可
事
務
が
、
長
浜
町
へ
の
委
任
事

務
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
か
ら
、
森
林
法
に
基
づ
い
て
許

可
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
目
新
し
く

条
例
を
制
定
し
て
、
森
林
な
ど
の
火
入

れ
に
つ
い
て
、
今
後
な
む
一
層
適
正
な

運
用
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

火
入
れ
を
す
る
場
合
、
申
請
や
許
可

に
つ
い
て
、
条
件
が
き
び
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

機
構
改
革
で

振
興
課
を
開
発
課
、

農
水
課
を
経
済
課
に

凶
月
一
口
か
ら
、
振
興
課
を
開
発
課

に
、
農
林
水
産
課
を
経
済
課
に
そ
れ
ぞ

れ
課
名
を
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開
発
課
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
開
発

の
臨
海
土
地
造
成
事
業
と
港
湾
整
備
事

業
推
進
を
図
り
、
開
発
に
積
極
的
に
取

り
組
み
専
念
す
る
た
め
で
す
。

経
済
課
に
つ
い
て
は
、
開
発
課
か
ら

分
離
さ
れ
た
商
工
観
光
と
農
林
ぷ
産
業

を
一
本
化
し
て
、
よ
り
一
層
の
各
種
産

業
な
ど
の
振
興
に
努
め
る
た
め
で
す
。

町
職
員
の
定
年

ω歳
に

定
年
制
の
条
例
を
制
定

町
職
員
の
定
年
に
関
す
る
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の

人
口
年
齢
構
成
が
急
速
に
高
齢
化
す
る

な
か
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、

職
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
人
事
の
新
陳
代
謝
が

円
滑
に
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
組
織

の
活
力
が
低
下
し
、
職
員
の
志
気
の
高

揚
を
さ
ま
た
げ
、
行
政
の
能
率
的
運
営

に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、

適
正
な
退
職
管
埋
制
度
を
整
備
し
、
職

員
の
新
陳
代
謝
の
促
進
を
図
り
、
長
期

計
画
に
よ
る
安
定
し
た
人
事
管
理
を
行

う
こ
と
を
回
的
と
し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
定
年
は
六
十
歳
で
、
定
年

に
達
し
た
日
以
後
に
わ
け
る
最
初
の
三

月
一
二
十
一
日
で
す
。

こ
の
条
例
は
、
昭
和
六
十
年
二
一
月
三

十
一

H
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

国
保
条
例
の
改
正

助
産
費
を
十
万
円
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
、
そ
の
家
族
の
世
帯

主
に
対
し
て
、
助
産
費
八
万
円
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
三
月
一

日
か
ら
、
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
浜
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
に
活
用
を

こ
の
た
び
、
長
浜
中
学
校
横
の
町
民

運
動
場
に
、
長
浜
勤
労
者
体
育
セ
ン
一
タ

ー
が
完
成
し
、
使
用
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
中
小
企
業

に
雇
用
さ
れ
て
い
る
勤
労
者
の
健
康
や
、

福
祉
の
増
進
を
図
る
目
的
で
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
で
き
る
限
り
み
な
さ

ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
運
動

場
と
共
に
、
本
町
健
康
づ
く
り
の
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
使
用
は
有
料
で
、
あ

ら
か
じ
め
住
民
課
で
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

使
用
料
は
次
の
通
り
で
す
。

体
育
の
場
合

」 口ノ時分一、 一高 一 口時元八、
CH七与コ 口宍日Y七I 

一 E時古ヨ、肘二C口H七コナ 口口ノ刀¥ 

宍口日Y十31 i 
JJ、

存分 1 〔否 i、 口3H手 1 

きζ円コ 三亡円百コし
CC円ココ きfコIj ~円コちL

般

とフっhし

C山コ
プ口勺

c円=コ C円コ
生下以 小( 人

ドj 円 ) 学中

、 団
E口ヨ

CCノpココ、j プ仁円コミ 口Cノ円ヘコ CCノド三コ¥ ] つ

円 {本

A

般
と
は
、
ゐ
一
人
以
上
四
人
以
下

A

凶
体
と
は
、
五
人
以
上
の
同
体

体
育
以
外
の
場
合

体育至

E日ノノ刀寺、ヨ、 c時つ と日分ノ与、ヨ
fモ

己分 用

日手

CCC日ノヌ与コココ、フ
H寺 高 同
ロC分コ

七、2 ノ、、 三丘、
使

C円コ C円コ C円コ

品
宴
会
な
と
、
酒
類
の
提
供
を
伴
う
場
合
は
、

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

夜

間

照

明

育i本 卓
ノ、 ノ、/、

ア
ドレ

T主

L外i 
、
ン Fド

球 ヌ、 自IJン jレ

面

H寺 ~ 、
間 面 面 数

Jコ
「世き ムl寸 、恒l 、担] ["1 

。に 。に iLlこ
用

口仁Cドココ] 
五つ 。つ 。 つ 。つ
。き 。き 。き 。き

料
円 円 ['1 fTJ 
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ヰ議会・そのほか決まったこと一一一」叫臨ー一一ー

家
庭
奉
仕
員
の

派
遣
枠
を
拡
大

所
得
税
課
税
世
帯
は
有
料

低
所
得
世
帯
の
ね
た
き
り
老
人
や
心

身
障
害
者
な
ど
で
、
介
護
を
必
要
と
す

る
世
帯
に
限
っ
て
、
家
庭
奉
仕
員
の
派

遣
を
し
で
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日
か

ら
、
所
得
税
課
税
世
帯
に
つ
い
て
も
有

料
で
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

派
遣
申
出
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計

維
持
の
中
心
と
な
る
者
の
所
得
税
が
、

三
万
円
未
満
の
場
合
は
、
一
時
間
当
り

二
百
九
十
円
。
三
万
円
以
上
の
場
合
は
、

一
時
間
当
り
五
百
八
十
円
。

玄玉三翠2・・・・圃圏

議
員
報
酬
、
三
役
・
教

育
長
給
与
を
改
正

一
般
町
職
員
の
給
与
は
、
昨
年
の
四

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
改
正
さ
れ
ま
し
た

が
、
議
員
、
特
別
職
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
七
年
間
片
以
降
の
給
与
改
正
が

な
く
、
一
般
町
職
員
と
給
与
の
不
均
衡

を
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た

め
に
「
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す

る
条
例
」
「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入

役
給
与
条
例
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
改

正
、
今
年
の
四
月
か
ら
報
酬
や
給
与
月

額
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と
γ

い
な
り
ま

し
た
。な

お
、
こ
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、

さ
る
こ
月
一
一
十
八
日
に
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
審
議
を
経
て
お
り
、
同
審
議

会
の
答
申
に
基
づ
い
た
改
正
と
な
っ
て

匿霊翠盟塁率霊盟露払ょ

い
ま
す
。
(
)
ほ
政
正
前
の
額
。

{
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
}
議
長

1
十

七
万
一
千
円
(
十
六
万
二
千
円
)
マ
副

議
長

1
十
四
万
五
千
円
(
十
一
一
一
万
八
千

円
)
マ
議
員

l
十
宅
万
四
千
円
(
十
二

万
七
千
円
)

一
町
三
役
一
町
長

1
五
十
三
万
四
千
円

(
五
十
万
八
千
円
)
マ
助
役
U
四
十
三

万
六
千
円
(
四
十
一
万
五
千
円
)
マ
収

入
役

l
凶
十
万
五
千
円
(
三
十
八
万
五

千
円
)

ま
た
、
同
じ
理
由
に
よ
り
「
長
浜
町

教
育
長
給
与
条
例
」
の
一
部
も
改
正
さ

れ
、
教
育
長
の
給
与
月
額
が
次
の
通
り

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

{
教
育
長
}
三
十
七
万
七
千
円
マ
一
十

五
万
九
千
円
)

特
別
職
、
教
委
、
農
委

の
報
酬
額
も
故
正

常
動
特
別
職
や
、
他
町
村
同
職
と
の

均
衡
な
ど
を
保
つ
た
め
、
長
浜
町
特
別

職
職
員
、
同
教
育
委
員
会
委
員
、
同
農

業
委
員
会
委
員
等
の
「
報
酬
わ
よ
び
費

用
弁
償
条
例
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ
改

正
し
て
、
こ
と
し
の
四
月
一
円
か
ら
報

酬
わ
よ
び
費
用
弁
償
額
を
次
の
と
お
り

改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
(
)
は

改
正
前
の
額
。

{
監
査
委
員
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
H
H
十
六
万
四
千
円
(
十

五
万
六
千
円
)
マ
知
識
経
験
委
員
H
十

九
万
八
千
円
(
十
八
万
八
千
円
)

{
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

委
員
長
H

四
万
円
(
一
二
万
八
千
円
)
マ

委
員
H
H
J

一
万
五
千
円
(
三
万
二
一
千
円
)

{
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
一
委
員

長
1
一
一
十
一
万
円
(
二
十
万
円
)
マ
委

員
1
十
八
万
七
千
円
(
十
七
万
八
千
円
)

{
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
会
長

1
十
六
万
四
千
円
(
十
五
万
六
千
円
)

マ
会
長
代
理

1
十
五
万
一
千
円
(
十
四

万
四
千
円
)
マ
委
員

1
十
三
万
八
千
円

(
十
三
万
二
千
円
)

河
辺
川
ダ
ム
調
査
対
策

特
別
委
員
会
を
設
置

県
議
会
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

河
辺
川
ダ
ム
が
構
想
に
上
り
、
肱
川
と

と
も
に
生
き
、
繁
栄
し
て
き
た
長
浜
町

と
し
て
は
真
剣
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
段
階
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
河

辺
川
グ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。河

辺
川
ダ
ム
調
査
対
策
特
別
委
員
会

委
員
は
次
の
通
り
。
(
敬
称
略
)

大
本
春
明
、
二
宮
英
二
、
山
本
葉
、

城
戸
岡
攻
雄
、
桜
田
和
夫
、
菊
地
満
男
、

二
宮
義
徳
、
浦
固
定

衆
議
院
議
員
定
数
是
正
に
関

す
る
要
望
決
議
書
を
採
択

「
衆
議
院
議
員
定
数
是
正
問
題
は
、
愛

媛
三
区
も
定
数
是
正
対
象
区
に
該
当
し

て
お
り
、
国
土
の
端
ぱ
し
の
地
域
に
当

た
る
代
表
者
は
激
減
し
、
そ
の
地
域
の

国
民
の
声
は
日
間
政
に
反
映
さ
れ
な
く
な

る
。
行
政
区
域
の
面
積
等
も
考
慮
の
う

え
、
現
状
維
持
を
強
く
要
望
す
る
」
と

い
う
旨
の
決
議
書
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
審
議
に

国
立
病
院
、
療
養
所
の
廃

止
な
ど
に
反
対
の
請
願
書

国
立
療
養
所
愛
媛
病
院
全
医
労
愛
媛

支
部
富
野
宏
氏
、
同
松
山
支
部
支
部
長

三
好
俊
一
氏
、
目
立
出
目
療
養
所
全
医

労
出
目
支
部
支
部
長
山
崎
正
氏
か
ら
出

さ
れ
て
い
た
「
国
立
病
院
、
山
市
養
所
の

廃
止
や
地
方
移
管
、
民
営
化
、
現
場
業

務
の
民
間
下
請
け
に
反
対
し
、
医
療
従

事
職
員
の
必
要
な
増
員
を
求
む
る
決
議

採
択
に
つ
い
て
」
の
請
願
書
は
継
続
審

議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
負
契
約
の
締
結
を
承
認

昭
和
五
十
八
年
度
沖
浦
漁
港
改
修
工

事
は
西
防
波
堤
の
消
波
五
四

0
・
八
灯

を
施
行
す
る
も
の
で
、
四
千
七
百
万
円

で
株
式
会
社
西
国
興
産
と
請
負
契
約
を

結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

緑
の
町
や
つ
く
り
事
業
費
な
ど

一
般
会
計
補
正

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
に

一
億
八
千
六
百
八
十
万
五
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
の
総
額
は
一
二
卜
八
億
四
千

四
十
八
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
し
た
お
も
な
使
い
み
ち
は
次
の

通
り
。

{
総
務
愛
一
回
覧
な
ど
文
書
の
配
布
に

使
用
す
る
軽
自
動
車
購
入
費
な
ど
。

一
民
生
費
}
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
百
七
十
万
八
千
円
な
ど
。

一
衛
生
鶴
岡
一
霊
枢
車
購
入
費
。
レ
ベ
ル

レ
コ
ー
ダ
ー
購
入
費
な
ど
。

{
農
林
水
産
業
費
一
緑
の
町
子
つ
く
り
促

進
事
業
に
よ
っ
て
、
喜
多
灘
小
学
校
の

運
動
場
に
植
栽

L
、
緑
の
モ
デ
ル
学
校

と
し
て
整
備
す
る
費
用
な
ど
。

{
土
木
費
一
出
海
中
復
線
の
路
一
崩
復
旧

な
ど
に
必
要
な
工
事
費
な
ど
。

今
回
の
議
会
で
は
、
二
宮
英
二
議
員
、

小
川
儀
三
郎
議
員
、
日
高
照
友
議
員
、

西
宮
正
幸
議
員
、
中
野
茂
明
議
員
が
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

勇
気
を
も
っ
て

行
政
の
執
行
を

ー

政

治

姿

勢

j

二
世
間
(
英
)
議
員
・
:
政
治
に
た
ず
さ
わ

る
者
に
は
三
つ
の
条
件
、
つ
ま
り
、
知

恵
、
人
義
、
勇
気
が
身
に
つ
い
て
い
占
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
聞
く
。
ど
ん

な
小
さ
な
計
画
、
大
き
な
計
画
で
も
自

分
自
身
が
頭
の
中
、
あ
る
い
は
体
の
中

で
卜
分
認
識
し
て
計
画
し
な
け
れ
ば
実

行
は
む
つ
か
し
い
と
思
う
。
計
画
を
た

て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
勇
気
を
も
つ
で

あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
け
と
思
う
。

親
で
も
偉
い
人
で
も
い
つ
か
は
ま
ち
が

う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
時
に
は
勇
気
を

も
っ
て
意
見
を
述
べ
、
ま
ち
が
い
は
ま

ち
が
い
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
勇
気
を

も
っ
て
行
政
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
と
思

う
。
こ
の
ご
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
私
が
進
令
べ
き
方
向
を

指
示
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

政
治
を
行
う
者
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

望
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
常
々
心
掛

け
て
お
り
、
ま
だ
未
完
成
で
今
後
努
力

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
反
省
し
て
い

る
。
十
分

ι研
鎖
を
つ
人
で
、
姿
勢
を

正
し
つ
つ
、
勇
気
を
も
っ
て
行
政
の
執

行
に
あ
た
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い



9ー

る
の
で
、
ご
指
導
を
た
ま
わ
り
た
い
。

更
に
指
導
強
化
を

ー

教

育

問

題

1

議会@一般震間

二
宮
(
英
)
諦
員
・
:
小
学
校
の
教
師
の

問
題
に
つ
い
て
私
の
と
こ
ろ
に
一
通
の

投
書
が
き
た
。
教
師
に
指
導
能
力
の
差

は
あ
る
と
思
う
が
、
教
育
す
る
能
力
が

な
い
こ
と
を
た
な
に
あ
げ
て
児
童
の
教

育
が
十
分
で
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
は
い
け
な
い
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な

教
師
が
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
反
省
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
教

育
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

る
か
。三

井
教
育
長
・
:
人
は
そ
れ
ぞ
れ
顔
も

異
な
れ
ば
考
え
方
、
能
力
も
ち
が
い
、

長
所
も
あ
れ
ば
短
所
も
あ
る
。
足
り
な

い
点
を
補
い
、
指
導
し
て
い
く
の
は
、

校
長
、
委
員
会
の
配
慮
す
べ
き
点
で
あ

り
、
責
任
で
も
あ
る
。

問
題
教
員
の
異
動
は
、
能
力
、
年
齢

な
ど
も
対
象
と
さ
れ
、
県
の
指
導
を
得

て
解
決
す
る
の
で
な
け
れ
ば
一
委
員
会

で
自
由
に
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
校

長
の
部
下
職
員
指
導
に
つ
い
て
は
機
会

あ
る
ご
と
に
指
摘
し
て
わ
り
、
今
後
更

に
指
導
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

中
長
期
の
計
画

を
立
案
し
て

ー
産
業
振
興
対
策
1

小
川
輯
員
・
:
貿
易
の
自
由
化
と
い
う

波
が
押
し
寄
せ
て
、
今
月
か
来
月
中
に

は
結
論
が
で
る
よ
う
で
あ
る
。
農
家
の

皆
さ
ん
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
は
相
当
な

効
果
を
あ
げ
た
こ
と
と
思
う
。
こ
の
み

か
ん
問
題
を
ど
う
す
る
か
、
問
題
点
を

し
ぼ
っ
て
、
学
問
的
に
こ
れ
な
ら
で
き

る
、
全
町
あ
げ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
案
を
考
え
だ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

全
国
に
は
、
み
か
ん
栽
培
と
畜
産
を

組
み
あ
わ
せ
た
有
機
農
業
や
酪
農
、
養

鶏
な
ど
で
成
功
し
て
い
る
例
が
多
く
あ

り
、
そ
の
地
域
は
農
協
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
考
え
だ
し
、
農
協
の
資
本
力

を
使
い
、
上
級
団
体
の
応
援
を
得
て
や

っ
て
い
る
が
、
長
浜
町
に
は
そ
う
い
う

も
の
が
な
い
。
広
く
住
民
の
意
見
を
聞

い
て
や
ら
な
け
れ
ば
産
業
対
策
は
お
ろ

そ
か
に
な
り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ

う
な
方
向
に
進
む
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
農
業
問
題
に
つ
い
て
た

い
へ
ん
詳
し
く
勉
強
を
さ
れ
て
お
り
、

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
は
参
考
と
し

て
拝
聴
し
、
今
後
の
行
政
の
上
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
。

行
政
は
、
中
長
期
の
計
画
を
立
案
し
、

そ
れ
に
従
っ
て
一
つ
一
つ
計
画
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
う
。
ご
指
摘
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
方
向
づ
け
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
ご
協
力
を
賜

り
た
い
。

住
民
サ
ー
ビ
ス

を

考

え

て

ー

町

の

行

財

政

1

日
高
語
員
・
・
・
行
財
政
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
現
在
、
人
件
費
、
公
債
費
な

ど
の
事
務
的
経
費
の
動
向
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
幼
児
の
数

が
毎
年
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

保
育
所
保
母
の
定
数
問
題
や
配
置
替
え

も
必
然
的
に
お
こ
っ
て
く
る
と
思
う
が
、

そ
の
余
剰
能
力
を
老
人
対
策
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
福
祉
対
策
に
転
換
さ
せ
て

い
く
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
新
規
職
員
の
採
用

を
控
え
て
お
り
、
今
後
高
年
層
と
若
年

層
の
断
層
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
第
二
次
開
発
と
い
う
大

き
な
事
業
を
出
発
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
後

退
し
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
、
き
め
細
か
い
施
策
を
や
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

幼
児
減
少
に
伴
う
保
母
の
振
り
向
け
、

六
十
歳
定
年
制
実
施
に
伴
う
退
職
、
新

規
採
用
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
定
員
管

理
の
適
正
化
を
は
か
る
べ
く
、
将
来
検

討
し
て
参
り
た
い
の
で
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
た
ま
わ
り
た
い
。

愛
護
班
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
育
成
を

ー
町
の
教
育
行
政

1

日
高
議
員
:
・
最
近
新
聞
報
道
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
校
内
暴
力
に
つ
い

て
、
生
徒
間
同
志
か
ら
教
師
へ
も
及
ん

で
お
り
、
ま
た
、
教
師
に
児
童
、
生
徒

が
心
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
か
、
た
い
へ

ん
な
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
、
今

後
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

長
浜
小
学
校
の
運
動
場
周
辺
の
生
け

垣
か
ら
ボ

l
ル
な
ど
が
周
辺
の
道
路
へ

と
び
出
し
て
、
交
通
上
ま
こ
と
に
危
険

で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、

防
球
ネ
ッ
ト
を
校
庭
周
辺
へ
張
っ
て
は

ど
う
か
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

・ヵ。
三
井
教
育
長
:
-
P
T
A
へ
の
指
導
協

力
、
学
警
連
絡
協
議
会
で
の
対
応
、
社

会
教
育
に
お
い
て
も
公
民
館
活
動
の
一

環
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
呼

び
か
け
て
お
り
、
特
に
地
域
の
連
帯
感
、

指
導
性
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
点
を
重
視

し
て
愛
護
班
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
推
進
等
も
含
め
て
進
め
て
い
き
た

長
浜
小
学
校
の
外
周
に
つ
い
て
は
、

校
舎
建
築
計
画
時
に
、
外
観
上
の
美
観

と
防
球
を
兼
ね
、
現
在
植
栽
し
て
い
る

イ
ボ
タ
の
木
は
あ
ま
り
大
き
く
な
ら
な

い
上
に
、
落
葉
樹
で
あ
る
の
で
防
球
の

要
を
な
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
町
理
事

者
と
協
議
の
上
検
討
し
善
処
し
た
い
。

漁
業
補
償
や
実
施

設
計
な
ど
を

ー

第

二

次

開

発

1

イボタの木が植えられている長小の生け垣

西
宮
議
員
・
:
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実

施
以
来
半
年
が
過
ぎ
た
が
、
こ
れ
ま
で

進
展
し
て
き
た
状
況
、
ま
た
、
園
、
県
、

企
業
な
ど
へ
接
触
し
て
こ
ら
れ
た
状
況

は
ど
う
か
。

五
十
九
年
度
に
や
っ
て
お
き
た
い
と

思
わ
れ
る
事
業
、
た
と
え
ば
園
、
県
、

企
業
と
の
接
触
、
漁
業
補
償
、
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
公
表
時
期
、
造
成
の
始

ま
る
時
期
な
ど
が
わ
か
れ
ば
お
し
え
て

項
き
た
い
。

二
宮
町
長
・
:
総
合
的
に
み
て
漁
業
補

償
の
関
係
を
除
い
て
、
伊
方
原
発
三
号

機
残
土
石
材
受
け
入
れ
に
支
障
の
な
い

よ
う
諸
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
の
う
ち
、
自
然
社

会
環
境
調
査
は
十
一
項
目
の
う
ち
十
項

目
が
終
っ
て
い
る
。
環
境
現
況
調
査
は

二
項
目
が
一
O
O
%
、
三
項
目
が
五
O

%
終
っ
て
お
り
、
環
境
予
測
調
査
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。

港
湾
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
県

の
港
湾
謀
、
河
川
課
等
の
努
力
に
よ
り
、

運
輸
省
、
建
設
省
と
接
触
を
と
っ
て
い

た
だ
き
、
西
国
代
議
士
に
話
を
し
て
い

た
だ
い
て
事
前
協
議
が
で
き
上
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

埋
立
免
許
申
請
に
つ
い
て
は
、
予
備

審
査
と
本
審
査
が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ

子
を
つ
け
る
段
階
に
は
い
た
っ
て
い
な

い
。
設
計
書
の
作
成
が
近
く
完
成
す
る

予
定
で
あ
り
、
残
っ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
は
全
力
で
対
処
を
し
て
い
き
た
い
。
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A 主主塑

一
五
十
九
年
度
は
、
漁
業
補
償
、
実
施

設
計
、
港
湾
区
域
の
変
更
、
埋
立
免
許

申
請
、
起
債
の
申
請
な
ど
ひ
と
つ
ひ
と

つ
進
め
て
参
り
な
い
。

ま
た
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
も

ひ
き
続
き
実
施
し
、
伊
万
の
石
材
受
け

入
れ
ま
で
に
必
要
な
埋
色
地
の
周
囲
の

護
岸
工
事
、
企
業
立
地
の
問
題
に
つ
い

て
も
絡
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

特
殊
改
良
か

道
路
改
良
で

議会。一般質問

ー
県
道
@
国
道
の
改
良
f
j

西
宮
議
員
:
県
道
長
浜

1
中
村
山
腕
の

う
ち
、
柿
早
・
大
町
間
の
一
部
と
小
浦
・

沖
浦
聞
の
一
部
は
道
路
幅
が
狭
く
、
特

に
小
泊
に
は
町
長
住
宅
の
岡
地
が
あ
り
、

通
勤
、
通
常
時
に
は
渋
滞
と
な
り
た
い

へ
ん
危
険
で
あ
る
。
こ
の
筒
所
の
改
良

が
終
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か
。

同
道
三
七
八
号
線
と
擁
続
さ
れ
る
場

所
は
ど
こ
か
。
沖
浦
の
裏
山
を
ト
ン
、
不

ル
で
結
ぷ
の
か
、
そ
れ
と
も
川
に
沿
っ

て
接
続
さ
れ
る
の
か
。

長
浜

1
中
村
線
の
う
ち
長
浜
灰
問
の

全
面
改
良
が
終
る
の
は
い
つ
ご
ろ
か

r

ま
た
、
全
線
開
通
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ

ヵ。
二
宮
町
長
:
県
の
事
業
と
の
か
ら
み

が
あ
る
の
で
、
た
び
た
び
県
へ
わ
願
い
し

て
い
る
。
長
浜
j
中
村
線
は
主
要
地
方

道
に
昇
格
し
、
梧
め
て
重
要
な
道
路
で

あ
る
の
で
、
早
期
完
成
を
考
え
て
い
る
。

小
浦
か
ら
三
七
八
号
線
に
つ
な
が
る

線
型
に
つ
い
て
は
、
県
の
方
で
検
討
し

て
お
り
、
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。
現

在
県
単
事
業
で
や
っ
て
お
川
、
特
殊
改

良
一
一
種
か
道
路
改
良
を
と
り
入
れ
て
も

ら
う
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

国
道
三
七
八
号
線
の
町
内
に
つ
い
て

は
五
十
九
年
度
に
子
を
つ
け
た
い
の
で

努
均
し
て
い
る
〉

健

康

に

す

る

自
覚
と
認
識
を

;
国
保
運
営
の
見
通
し
)

西
宮
議
員
・
・
・
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

自
営
業
岳
、
農
林
業
者
、
漁
業
者
、
無

職
者
な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

所
得
水
準
の
低
い
者
や
高
齢
者
が
多
く
、

保
険
税
は
一
日
く
な
っ
で
き
て
、
低
所
得

者
日
刊
で
は
負
い
刊
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
た
ど
で
救
済
措
置
を
す
る

の
か
。ま

た
、
療
養
費
は
老
人
医
療
費
、
高

額
医
療
費
の
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
益
々

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
、
保
険
問
に
も

閣
連
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
抜 改良が、待たれる長浜~中村線

本
的
な
解
決
策
は
あ
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
国
保
の
医
療
費
は
著
し

い
伸
び
を
み
せ
て
お
り
、
保
険
税
の
引

き
上
げ
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
被
保
険
者
に
少
し
で

も
保
険
聞
を
軽
く
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
一
照
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行

コ
で
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
長
期

展
望
に
た
っ
た
根
づ
よ
い
健
康
づ
ぐ
り

の
推
進
、
福
祉
事
業
の
中
で
生
涯
を
通

ピ
て
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
、
惇
岐

に
対
す
る
白
党
と
認
識
を
も
っ
て
い
た

だ
き
、
住
民
と
行
政
が
-
体
と
な
「
ノ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
ん
。

国
保
の
被
深
険
者
に
つ
一
い
て
は
、
適

正
医
悼
を
主
眼
に
、
一
層
の
充
実
効
果

を
阿
る
と
と
も
に
健
全
な
運
営
が
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

開
発
計
画
の
中
で

土
地
造
成
を
し
て

ー
文
化
施
設
の
充
実
ー

中
野
議
員
:
・
長
浜
町
は
、
近
隣
の
市

町
村
と
比
べ
、
文
化
施
設
の
充
夫
反
が

低
い
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
屋

外
の
施
設
、
特
に
公
式
試
合
の
で
き
る

野
球
場
や
サ
ソ
カ

i
場
が
な
い
。
ど
の

点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
「
臨
海
開
発
に
あ
わ
せ
て
」
と
の

声
を
開
〈
が
、
埋
立
地
は
生
産
の
場
所

と
し
て
別
に
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
う

が
ど
う
か
c

本
町
の
中
心
地
に
中
央
公
民
館
の
な

い
こ
と
は
寂
L
い
限
り
で
あ
り
、
町
と

し
て
の
考
え
、
建
設
計
画
の
有
無
い
い
つ

い
て
お
答
え
い
な
だ
き
た
い
。

図
書
館
は
、
読
書
、
学
習
、
町
民
の

知
的
交
流
の
場
、
民
間
研
究
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
文
化
面
に
お
い
て
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
町
は

週
二
日
の
貸
し
出
し
だ
け
と
い
う
図
書

室
で
あ
り
、
若
者
た
ち
の
内
面
教
育
の

た
め
に
も
図
書
館
建
設
は
必
要
だ
と
思

う
。
図
書
館
の
常
時
開
設
、
蔵
書
の
質

量
の
充
実
を
図
る
ご
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。
蔵
書
数
、
利
用
状
況
と
あ
わ
せ

て
答
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
・
:
ご
れ
を
や
る
に
は
広
い

敷
地
や
土
地
を
必
要
と
す
る
施
設
で
あ

る
の
で
、
開
発
計
踊
の
中
で
土
地
造
成

を
し
て
生
産
の
場
を
つ
く
る
と
同
時
に
、

生
活
環
境
施
設
や
役
場
、
公
氏
館
図
書

館
、
商
工
会
館
を
ど
の
都
市
機
能
施
設

の
整
備
を
し
て
参
り
た
い
。
屋
外
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
も
あ
わ
せ
て
整
備
を
す
る

よ
う
計
同
を
た
て
て
い
る
と
こ
ろ
な
の

で
ご
了
解
い
た
ど
き
た
い
。

三
井
教
育
長
:
・
文
化
活
動
に
つ
い
て

は
、
人
の
集
ま
り
ゃ
す
い
便
利
さ
も
欠

か
せ
な
い
条
件
で
あ
り
、
位
置
、
内
容
、

規
模
、
他
の
施
設
と
の
関
連
な
ど
を
考

え
、
善
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
現
在
の
蔵
占
数
は
い
ハ
千
七

百
五
十
六
冊
、
利
用
冊
数
八
千
一
一
一
山
山

十
四
冊
、
利
用
者
数
四
千
百
五
十
九
人

で
あ
る
。

河
辺
川
ダ
ム
は

今
後
の
動
向
を

1
肱
川
流
域
水
資
源
対
策

i

中
野
議
員
:
・
野
村
ダ
ム
が
沼
市
叫
し
、

六
十
年
四
月
に
一
一
部
取
水
が
始
ま
り
、

六
十
五
年
ご
ろ
に
は
南
予
用
水
の
全
工

事
が
完
了
し
た
な
ら
肱
川
の
水
が
流
域

の
外
ヘ
流
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

計
同
前
に
、
同
、
県
、
町
は
そ
の
影
響
等

を
前
室
、
研
究
さ
れ
た
と
思
う
が
、
結

果
の
概
要
、
町
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

定
例
県
議
会
で
、
中
予
の
水
不
足
対

策
と
し
て
肱
川
か
ら
の
取
水
を
決
意
し
、

建
設
省
に
了
解
を
項
き
つ
つ
あ
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
河
辺
川
に
ダ
ム
を
造

り
取
水
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
下
流
に

河
口
ぜ
き
を
設
け
、
潮
止
め
工
事
を
し

て
取
水
す
る
方
法
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
長
浜
町
の
自
然
や
産
業
の
環
境
、
町

の
上
水
道
の
水
源
に
影
響
が
で
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
。
川
口
に

位
置
す
る
長
浜
町
に
法
的
権
利
は
な
い

か
、
県
か
ら
の
肱
川
取
水
に
つ
い
て
の

打
診
の
有
無
、
こ
の
計
画
が
実
現
し
た

場
合
の
本
町
に
お
け
る
利
害
は
ど
う
か
。

二
宮
町
長
・
:
野
村
ダ
ム
の
完
成
に
よ

る
影
響
調
査
に
つ
い
て
は
、
県
営
の
事

業
で
あ
り
、
十
分
調
査
、
検
討
が
な
さ

れ
実
施
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
影
響
調

査
に
つ
い
て
は
報
告
を
受
け
な
か
っ
た

の
で
、
調
査
、
内
容
等
の
報
告
を
い
た

だ
く
よ
う
関
係
機
関
に
お
願
い
し
て
参

り
ふ
人
い
。

河
辺
川
ダ
ム
の
建
設
は
、
河
川
総
合

開
発
の
計
画
の
中
ひ
の
与
え
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
最
下
流
に
位
前
す
る

長
浜
町
と
し
て
は
深
い
関
心
を
も
っ
て

む
り
、
今
後
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
。
建
計
が
可
能
か
ど
う
か
、
川
下

で
の
水
の
利
用
が
で
き
る
の
か
で
き
な

い
の
か
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て

十
分
検
討
を
加
え
、
そ
の
よ
う
な
問
題

提
起
が
さ
れ
た
時
に
対
応
し
て
い
き
た
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長
浜
町
職
員
の

人
事
異
動
を
、
四

月
一
日
付
け
で
行

い
ま
し
た
。
今
回

の
異
動
者
は
総
数

で
八
十
一
人
。
内

訳
は
次
の
通
り
。

(
)
は
機
構
改
革

お
よ
び
課
内
異
動

者
数
。課

長
級
九
人
(
二

人
)
、
課
長
補
佐
級

六
人
(
五
人
)
、
係

長
級
十
一
人
(
九

人
)
、
書
記
お
よ
び
書
記
補
級
十
三
人
(
十

二
人
)
。
保
育
所
は
、
主
任
保
母
級
六
人
、

保
母
級
八
人
。
こ
の
う
ち
教
育
課
長
補

佐
の
渡
辺
敬
が
議
会
事
務
局
長
に
昇
任

し
ま
し
た
。

二
宮
町
長
は
、
今
回
の
異
動
に
つ
い

て
「
一
大
事
業
で
あ
る
開
発
に
対
応
で

き
る
体
制
を
確
立
す
る
と
共
に
、
教
育
、

福
祉
、
建
設
の
推
進
に
つ
い
て
も
一
層

の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
中
期
展
望
に

た
っ
て
中
堅
係
長
以
上
の
配
置
転
換
を

行
い
、
能
力
開
発
主
義
を
主
眼
と
す
る

こ
と
を
基
本
に
行
っ
た
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。機

構
改
革
に
よ
っ
て
、
振
興
課
を
開

発
課
に
改
め
て
、
管
理
係
、
企
業
誘
致

係
、
開
発
係
を
新
設
、
ま
た
農
林
水
産

課
を
経
済
課
に
改
め
、
従
来
振
興
課
で

担
当
し
て
い
た
商
工
観
光
係
を
経
済
課

ヘ
移
し
て
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

四
月
一
日
付
け
で
異
動
し
た
職
員
は

次
の
と
お
り
。
(
)
は
旧
任
。

O
は
昇

任
、
昇
格
。

4月1日付けで

{
課
長
級
}
開
発
課
主
幹
・
清
水
太
郎

(
愛
媛
県
)
マ
住
民
課
長
・
池
上
昭
夫

(
教
育
課
長
)
マ
衛
生
課
長
・
高
橋
亮

(
議
会
事
務
局
長
)
マ
水
道
課
長
・
真

鍋
典
秋
(
建
設
課
長
)
マ
教
育
課
長
・

酒
井
義
馬
(
住
民
課
長
)
マ
建
設
課
長
・

丸
山
寿
一
(
水
道
課
長

)
O
議
会
事
務

局
長
・
渡
辺
敬
(
教
育
課
長
補
佐
)
マ

経
済
課
主
幹
・
波
多
野
進
(
衛
生
課
長
)

マ
大
和
公
民
館
主
事
・
友
沢
敏
(
総
務

課
主
幹
)

{
課
長
補
佐
級
}
開
発
課
技
術
課
長
補

佐
兼
開
発
係
長
・
山
口
紘
(
愛
媛
県
)

O
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
・

久
保
博
道
(
建
設
課
港
務
所
長
)
マ
衛

生
課
長
補
佐
・
大
野
智
(
農
林
水
産
課

長
補
佐
)
マ
豊
茂
公
民
館
主
事
・
山
崎

一
義
(
住
民
課
事
務
専
門
員

)
O住
民

課
長
補
佐
兼
福
祉
施
設
係
長
・
藤
沢
豊

彦
(
社
会
福
祉
協
議
会
)
マ
経
済
課
長

補
佐
・
矢
野
克
(
衛
生
課
長
補
佐
)

{
係
長
級
一
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
・

田
中
宏
幸
(
水
道
課
庶
務
工
業
用
水
道

係
長
)
マ
水
道
課
庶
務
工
業
用
水
道
係

長
・
新
国
道
夫
(
農
林
水
産
課
農
林
施

設
係
長
)
マ
衛
生
課
環
境
係
長
・
久
保

博
昌
(
振
興
課
企
画
係
長
)
マ
住
民
課

住
民
係
長
・
和
田
正
義
(
教
育
課
総
務

係
長
)
マ
建
設
課
管
理
係
長
・
中
野
健

蔵
(
総
務
課
庶
務
消
防
係
長
)
マ
建
設

課
港
湾
係
長
・
中
野
貴
夫
(
住
民
課
住

民
係
長
)
マ
経
済
課
林
業
水
産
係
長
・

山
根
勇
一
(
建
設
課
管
理
係
長

)
O
経

済
課
事
務
専
門
員
兼
商
工
観
光
係
長
・

平
田
友
幸
(
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
)

O
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
長
補
佐
・
藤
本

富
雄
(
櫛
生
公
民
館
主
事
)
マ
教
育
課

総
務
係
長
・
下
回
健
三
(
衛
生
課
環
境

係
長
)
マ
社
会
福
祉
協
議
会
出
向
・
隠

岐
龍
法
(
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
長
補
佐
)

一
審
記
お
よ
び
審
記
補
級
}
教
育
課
・

中
田
圭
助
(
大
和
公
民
館
)
マ
衛
生
課
・

吉
田
明
美
(
住
民
課
)
マ
焼
却
場
・
井
上

裕
重
(
住
民
課
)
マ
住
民
課
・
浦
上
恵
美

子
(
衛
生
課
)
マ
住
民
課
・
菊
地
英
夫

(
振
興
課
)
マ
建
設
課
・
重
松
直
博
(
農

林
水
産
課
)
マ
建
設
課
・
藤
岡
章
男
(
豊

茂
公
民
館
)
マ
経
済
謀
。
浪
本
忠
則
(
焼

却
場
)
マ
経
済
課
・
城
戸
広
美
(
老
人
ホ

ー
ム
白
山
園
)
マ
税
務
課
・
宮
上
孝
一
(
農

林
水
産
課
)
マ
総
務
課
・
亀
田
稔
(
税
務

課
)
マ
櫛
生
公
民
館
・
山
本
安
広
(
建
設

課
)
マ
開
発
課
・
岡
田
好
光
(
建
設
課
)

{
そ
の
他
課
内
昇
任
昇
格
者
一

O
総
務

課
長
補
佐
兼
庶
務
消
防
係
長
・
山
下
国

広
O
総
務
課
長
補
佐
兼
企
画
財
政
係
長
・

山
本
勝
延

O
開
発
課
長
補
佐
兼
調
整
係

長
・
宮
田
猛
義

O
総
務
課
事
務
専
門
員

兼
管
財
係
長
・
山
下
一
仁

O
経
済
課
事

務
専
門
員
兼
農
地
係
長
・
笹
本
栄
一

O

衛
生
課
衛
生
係
長
・
西
本
幸
雄

O
建
設

課
公
共
土
木
係
長
・
菊
地
洋
一

{
主
任
保
母
級
一
沖
浦
・
池
田
ス
ミ
子

(
喜
多
海
)
マ
出
海
・
石
川
令
子
(
長

、
浜
)
マ
喜
多
灘
圃
藤
淵
美
枝
子
(
大
和
)

マ
長
浜
・
大
成
節
子
(
出
海
)
マ
白
滝
・

西
田
清
子
(
沖
浦
)
マ
大
和
・
宮
岡
民

子
(
白
滝
)

{
保
母
級
}
長
浜
・
矢
間
栄
津
美
(
喜

多
灘
)
マ
大
和
・
沢
田
幸
子
(
住
民
課
)

マ
長
浜
・
鈴
木
佳
代
子
(
櫛
生
)
マ
白

滝
・
児
玉
智
代
(
出
海
)
マ
櫛
生
・
矢

野
越
子
(
大
和
)
マ
大
和
・
矢
野
幸
子

(
長
浜
)
マ
喜
多
灘
・
吉
岡
と
よ
子
(
大

和
)
マ
出
海
・
白
石
玉
子
(
白
滝
)

{
退
戦
}
教
育
課
用
務
員
・
坂
井
英
雄

図

二宮重憲

森議

日出稲生

4蕃機政1-r 園T浜長

大本春明
和田永吉

@議長

@副議長

ムぉ

目日三井-教育長

@町長

@助役
@収入役

工

務

係

庶

務

・

工

業

用

水

草

系

J

j

(

 
車内

係

港

湾

係

公

共

土

木

係

農

業

土

木

係

建
築
・
都
市
計
画
係

管

理

係

農

地

係

国

土

調

査

係

商

工

観

光

係

農

業

係

林

業

水

産

係

生保境

係係係

福岡福住

祉和祉

廊対年民

設策金

係係係係

企調管企開

業

画整 理誘発

致

係係係 係係

庶企管文広

務画 報

消財財書有

F方政 線

係係係係係
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森

田

憲

議

生

重
「晶『

邑

庁

町長

助 役

収入役

園盟圏本

稲田

謀

長

課
長
補
佐

上
田

山
下

山
本

(
庶
務
消
防
係
)

(

兼

)

係

長

山

下

国

広

主

事

都

築

住

江

技

子

成

田

信

重

書

記

土

地

末

子

垣

見

正

志

婦
人
交
通
指
導
員
稲
垣
美
恵
子

嘱

託

東

ツ

キ

エ

(
企
画
財
政
係
)

(

兼

)

係

長

山

本

勝

延

書

記

松

岡

陽

規

(
管
財
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
山
下
一
仁

書

記

楠

野

茂

利

(
文
書
係
)

係

長

山

根

カ

ヨ

チ

主

事

横

道

里

見

書

記

亀

田

稔

(
広
報
有
線
係
)

係

長

叶

本

技

術

専

門

員

大

野

技

予

熊

本

書

記

大

本

技

手

三

浦

菊
地

イシイシ

県
派
遣
(
企
業
振
興
課

書

記

窪

勝国邦
延広彦正

泰
俊

真
弓

昭
裕

直
重

直
美

r青

課

長

主
幹
(
県
職
員

課
長
補
佐
(
。

課
長
補
佐

(
企
画
係
)

係

長

書

記
(
調
整
係
)

(
兼
)
係
長

書

記
(
管
理
係
)

(

兼

)

係

長

山

本

書

記

西

岡

(
企
業
誘
致
係
)

係

長

上

川

書

記

補

菊

地

(
開
発
係
)

(
兼
)
係
長

技

手

課

長

小

川

課

長

補

佐

石

住

(
住
民
税
係
)

(

兼

)

係

長

石

住

書

記

小

西

書

記

補

宮

上

(
固
定
資
産
税
係
)

係

長

田

中

宮 山山清泉
田本口水

猛辰 太芳
義 雄紘郎信

都 計 |
築黒

寸、 言十
富邦

西宮
山田

健猛
市義

敏辰
1導:左往

慶
信

博
幸

山
口

左手
光紘

岡
田

武
俊平

武
俊

貫
一

孝
一

宏
幸

書

'" (
収
納
係
)

係

長

書

記

言己

宇
都
宮
芳
文

稲

田

宏

政

所

友

邦

三
秋
レ
イ
子

課

長

課
長
補
佐

ククタ，// 

(
住
民
係
)

係

長

書

記イシ今

事
務
専
門
員

(
社
協
担
当
)

豊保昭
彦利夫

f呆
一利

和

問

正

義

城

戸

茂

利

浦
上
恵
美
子

友
沢
あ
つ
子

隠、
l岐

育巨
t去

課

長

課
長
補
佐

(
衛
生
係
)

係

長

書

記
看

護

婦

ぞ〉

保

健

婦
(
国
保
係
)

係

長

書

記
(
環
境
係
)

係

長

書

記
(
焼
却
場
)

技
術
専
門
員
兼
主
任
大
野

技

手

井

上

高
橋

大
野

西

本

幸

雄

坂

東

敏

幸

平
田
美
佐
子

平
田
由
美
子

一

宮

和

子

原

間

雅

子

吉村
田上

明隆
美志

池
上

木
下

藤
沢

(
福
祉
施
設
係
)

(

兼

)

係

長

藤

沢

豊

彦

栄

養

士

大

橋

京

子

書

記

河

内

厚

子

保

母

矢

野

元

朝

子

嘱

託

岡

士

山

喜

子

(
同
和
対
策
係
)

(

兼

)

係

長

木

下

書

記

久

井

書係

福
記 長 祉

年
金
係

菊宇滝大平)
地根内園田

ペコ
英す 尚豊
夫子仁子子

久

保

博

昌

久
保
田
健
市勇

裕
重

課

長

主

幹

課
長
補
佐

ク

中矢 波石
田里子多丸

里子
英

晋克進雄

(
林
業
水
産
係
)

係

長

山

根

勇

一

書

記

吉

田

直

人

技

手

森

内

雄

二

郎

(
農
業
係
)

係

長

昌ル

正
昭

書

智亮

記

久

保

(
商
工
観
光
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
平
田

書

記

城

戸

(
国
土
調
査
係
)

係

長

上

田

富

喜

男

書

記

浪

本

忠

則

一

宮

義

道
文
章

友
幸

広
美

今

(
農
地
係
)

事
務
専
門
員
兼
係
長
笹
本

主

事

日

野

敏栄
子一

課

長
課
長
補
佐

(
管
理
係
)

係

長

書

記

丸

山

寿

佐
々
木
晋

中

野

健

蔵

宮
下
紀
久
重

清

水

俊

三

(
建
築
・
都
市
計
画
係
)

技
術
専
門
員
兼
係
長
西
田
孝

(
農
業
土
木
係
)

(

兼

)

係

長

佐

々

木

普

一

技

手

重

松

直

博

戎

徹

(
公
共
土
木
係
)

係

長

菊

地

洋

一

技

子

三

秋

敦

司

山
本
多
喜
男

藤

岡

章

男

。え〉イシ

(
港
湾
係
)

係
長
兼
港
務
所
長
中
野

書

記

補

久

保

嘉貴
範夫
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教

育

長

井

高官

日果

~i'言
1十

義

市

内

長

課
長
補
佐

久
{呆

博
道

(
総
務
係
)

イ系

健

長

卜
田

務
物
級
協
働

園

長

久

保

弘

園

長

繍

佐

藤

本

富

雄

生

活

指

導

員

大

野

良

子

主

任

寮

母

富

岡

ト

シ

コ

寮

母

清

水

藤

子

一
宮
ト
モ
エ

清

水

愛

子

松

本

和

重

永
木
喜
美
子

t
田
ミ
ド
リ

山
中
イ
チ
エ

」

藤

豊

寺

坂

満

子

上

岡

邦

江

クペ〉// ク

主
任
調
理
員

調

理

員

今

用

務

員

栄
養
士
(
臨
時

後ZZ
物
解
放後援

(
喜
多
灘
連
絡
所
・
今
坊
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

小

林

吉

安

(
櫛
生
連
絡
所
・
櫛
生
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

山

本

安

広

(
学
校
教
育
係
)

(

兼

)

係

長

久

保

博

道

書

記

大

本

み

つ

子

(
社
会
教
育
係
)

係

長

上

満

治

雄

社

会

教

育

主

事

菊

地

邦

求

中
央
公
民
館
主
事
矢
野
上
和
雄

書

記

中

田

圭

助

指

導

員

岡

野

勝

敏藤

井

嘉

友

(
出
海
連
絡
所
・
出
海
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

清

水

康

則

(
豊
茂
連
絡
所
・
豊
茂
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

山

崎

一

義

(
大
和
連
絡
所
。
大
和
公
民
舘
)

主

任

兼

主

事

友

沢

敏

(
白
滝
連
絡
所
・
白
滝
公
民
館
)

主

任

兼

主

事

窪

憲

一

(
今
坊
隣
保
館
)

主

事

小

林

(
衛
生
隣
保
館
)

主

事

山

本

二士二士

安
安
広

嘱:主

百二(;f壬

松

石

之

道

三
石
む
め
志

(
青
島
診
療
所
)

看

護

婦

赤

丸

恵
チ

日属

言二E

久
保
カ
ツ
ミ

五菜

大真
元鍋

宗典
一秋

長

課
長
補
佐

(
庶
務
・
工
業
用
水
道
係
)

係

長

新

国

道

夫

書

記

松

本

伊

代

子

(
櫛
生
診
療
所
)

看

護

婦

高

田

(
出
海
診
療
所
)

看

護

婦

宝

生

(
豊
茂
診
療
所
)

看

護

婦

坂

田

美
香

房

子
嘉
代

(
長
浜
中
学
校
寄
宿
舎
)

調

理

員

中

谷

ト

リ

エ

(
長
浜
保
育
所
)

所

長

谷

川

俊

子

主

任

保

母

大

成

節

子

保

母

三

好

五

月

矢
間
栄
津
美

平

野

悦

子

鈴
木
佳
代
子

浪

本

満

子

イン4月，イシ

調

理

員
(
白
滝
保
育
所
)

所

長

山

本

美

智

子

ナ支

(
工
務
係
)

係

長

1
X又

市

中

止
4

h

h

技

子

補
手

藤
本

1ft 

谷森植
i二 }I1 宇多

真純岳

'1舌行志

(
沖
浦
保
育
所
)

所

長

下

回

美

澄

主

任

保

母

池

田

ス

ミ

子

保

母

吹

春

み

ね

子山

本

直

美

戎

裕

子

出

丸

富

枝

(
櫛
生
保
育
所
)

所

長

大

藤

恭

チ

主

任

保

母

国

村

恒

子

保

母

大

野

ギ

ン

子矢
野

笹
本

室主
任
保
母

保

母// ろF

t1[ 
。イシ

調

理

員

// 

調

理

員
長

上
jll 

万
敏

西
国

清
子

予

児宮佐児
玉 本 竹 玉
ク T-
ミ邦恵智
子子千代

直越
江二子

(
出
海
保
育
所
)

所

長

玉

井

徳

美

主

任

保

母

石

川

令

子

保

母

木

ノ

本

律

f
T

事
務
専
門
員

書

記

富

岡

亀

古

久
保
美
恵
子

書局

松波
本辺

敬
治
子

記長

f呆

母

宇
都
宮
由
美
子

白

石

玉

子

橋

本

初

子

<-
臨

時

(
大
和
保
育
所
)

所

長

山

本

コ

ト

エ

主

任

保

母

宮

岡

民

チ

保

母

沢

田

幸

子

梶

本

幸

子

西
山
み
ち
子

矢

野

幸

子

都

田

悦

子

ろ，インク

調

理

員
(
喜
多
灘
保
育
所
)

所

長

西

宮

幸

子

主

任

保

母

藤

謝

美

枝

子

保

母

吉

岡

と

よ

子横

山

典

子

岡
崎
美
智
子

名p

調

理

員
(
豊
茂
保
育
所
)

所

長

西

岡

一

一

房

子

主

任

保

母

萩

森

理

慧

子

保

母

菊

地

さ

と

子清

水

郁

子

楠

野

幸

子

イシ

月属

託
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人

口

減

少

の

歯

ど

め

昨

年

士

一

月

十

一

-

一

五

日

か

ら

豊

茂

地

i
豊
茂
公
営
住
宅

i

区
に
建
設
を
進
め

て
い
た
公
営
住
宅
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
に
木
造
平
屋
建
て

建
築
面
積
一
一
八
・
ぺ

千
九
市
「
方
川
、
総
工
事

費
一
千
百
五
十
二
万

円
。
部
屋
は
じ
ハ
畳
二
、

向
。
五
畳
一
、
六
・
五

党
の
キ
y
チ
ン
、
洗

面
所
、
浴
室
な
ど
が

あ
り
、
過
疎
化
の
進

む
中
で
少
し
で
も
人

口
減
少
の
歯
ど
め
に

な
っ
て
欲
し
い
も
の
。

ごl~ "，-'::.-~~ 

合大がとんのた
し t舌。な)¥、わ
い発長拍 7二よ
もに年手ちそ
のな団をか六
。つ活あら十訪熱どトコき員団

ご動び長人れ績になン虫おにブ
ν ア Jミよ片

クび る 二
マ臼 t寅一i
し;竜;J刻
やの発 H
「団表
農員会大
兵もが和
主官ガ日千r~.斗
」わわ民
のつれ館
踊でたび
り演 。 大
、康U:b也平日

歌 「元青
、泣団年

1口口っこ口己口口口口口口口口口

歌に踊りに熱J寅
~大手口青年団~

口

口

口

口

口

口

口

口

口

〔

非
常
時
に
役
立
て
て

1
ポ
ン
プ
蔵
置
所
が
完
成
;

長
浜
分
団
第
四
部
ヘ
黒
田
地
区
)
に
]
業
再
配
置
促
進
補

助
事
業
で
建
築
を

進
め
て
い
た
ポ
ン

プ
蔵
置
所
が
こ
の

ほ
ど
完
成
。
事
業

費
は
一
一
百
卜
問
万

円
で
、
補
強
コ
、
/

ク
リ

i
ト
ア
ロ
ッ

ク
造
り
、
建
築
山

績
二
一
了
二
七
平

方

M
。
4
十
九
午

度
は
こ
こ
に
小
型

動
力
ポ
ン
プ
積
載

中
が
入
る

rp定。

ルポ。まちの先覚者

~ 

」与~ø

口ゴロ口口口口口己口口己ロコ口 C

春
の
交
通
安
全

運
動
期
閣
巾
の
四

月
十
一
一
一
日
、
上
老
松

の
桧
回
製
材
所
付

近
で
交
過
茶
屋
会
一

開
設
。
安
全
協
会
の

役
員
と
婦
人
交
通

指
導
員
が
ヤ
ケ
ル

ト
と
チ
ラ
シ
を
配

っ
て
交
通
交
へ
E
を

呼
び
か
け
た
。
歩

行
主
も
ド
ラ
イ
バ

ー
も
交
通
斗
144

ル

を
守
っ
て
事
故
を

な
く
し
た
い
も
の

n

無
事
故
を
祈
っ
て

1
交
通
茶
屋
を
閣
設
1

ιと2
t二3

正日

田
栄
太
郎

書
、
戸
一
一
言
え
ば
嵐
堂
、
嵐
堂

と
言
え
ば
い
よ
U

と
」
一
日
わ
れ
る
ほ
ど
有
名

な
書
家
富
田
栄
太
郎
(
元
長
浜
中
学

校
長
冨
出
運
失
の
叔
父
)
片
品
、
明
治

八
年
二
八
じ
二
)
十
一
月
十
六
日
長

浜
町
仁
久
二
八
ι
借
地
に
、
吉
田
田
茂
平

の
五
%
と
し
て
生
ま
れ
た
。

寓
田
家
は
数
代
以
前
か
ら
材
木
商

を
営
み
、
栄
太
郎
も
そ
の
業
に
従
事

し
た
が
、
余
暇
に
書
道
と
唯
俳
句
を
研

究
し
た
。
こ
と
に
書
道
に
つ
い
て
は
、

明
治
一
一
一
十
九
年
犬
日
本
選
書
奨
励
会
、

同
四
卜
三
年
七
月
大
阪
ほ
臼
・
朝
川

新
出
社
主
催
鼠
鳶
会
第
四
回
展
覧
会
、

大
正
六
年
一
一
九
一
七
)
ぺ
月
海
南
新

聞
社
主
催
喜
岡
展
覧
公
に
各
々
入
賞

し
て
い
る
。
砧
山
風
堂
肱
月
ほ
栄
太
郎

の
書
と
俳
句
の
号
で
あ
る
。

化
宣
口
神
社
の
境
内
に
「
H
消
役
当

町
出
身
従
軍
者
氏
名
碑
」
が
明
治
二

十
九
年
に
建
て
ら
れ
た
が
、
山
風
堂
二

十
四
歳
山
書
で
、
表
に
氏
名
、
長
に

「
み
社
に
気
高
〆
¥
に
ほ
ふ
山
は
か
な
」

と
嵐
色
の
句
が
流
暢
に
彫
ら
れ
て
い

る
。
明
治
四
十
五
年
白
滝
の
御

庵
に
掲
げ
ら
れ
な
「
白
滝
奉
納

河
句
」
の
額
は
四
十
歳
の
時
の

作
で
あ
る
。
昭
和
十
年
二
九
千
二

i
)
新
築
さ
れ
た
県
内
一
の
長

浜
小
学
校
の
門
標
は
円
熟
し
た

れ
い隷

書
で
あ
っ
た
。
左
の
写
真
の

一
一
幅
の
額
は
、
昭
相
十
一
年
に

長
浜
町
役
場
が
新
築
さ
れ
た
時
、

同
十
三
年
に
書
い
た
も
の
で
、

現
在
町
長
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
長

浜
の
旧
家
a

旅
館
等
に
嵐
堂
の
書
が
多

数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
け

一
万
俳
句
の
方
で
も
、
二
十
歳
こ
ろ

か
ら
旧
派
の
涛
声
会
凶
松
風
会
に
入
り
、

明
治
三
十
八
年
・
に
は
西
村
正
ハ
太
郎
の
新

派
「
ン
ブ
キ
」
に
も
加
入
し
、
大
正
末

期
ま
で
句
会
の
中
心
と
し
ご
活
躍
し
た
〔

肱
舟
の

U
を
次
い
挙
げ
て
お
く
。

肱
川
に
春
流
れ
ゆ
く
白
帆
か
な

暮
れ
て
ゆ
く
秋
や
塩
屋
の
遠
煙
り

湯
一
豆
腐
や
勤
王
の
士
の
仮
住
居

船
の
灯
の
ち
ら
ち
ら
寒
し
鳴
く
千
鳥

問
汐
や
築
港
将
に
成
ら
ん
と
す

大
正
九
年
愛
媛
材
木
会
社
の
専
務
取

締
役
に
な
っ
た
が
、
木
村
の
不
況
か
ら

昭
和
の
初
め
に
神
一
戸
に
出
て
製
制
一
昨
の

秘
書
と
な
り
、
関
西
書
坦
で
活
躍
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
八
日
七
十
四

歳
で
没
し
た
。
弟
子
に
出
揃
暁
村
(
長

浜
幼
稚
園
長
国
側
温
子
の
父
)
、
築
地
ほ

国
が
あ
る
c

(

長
浜
町
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
・
久
保
七
郎
)
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一一一一
表
彰

本

* 

久
保
七
郎
さ
ん

V
Y
S
活
動
に
功
績

長
浜
の
久
保

七
郎
さ
ん
(
七
乙

は
、
永
年
に
わ

た
り

V
Y
S
活

動
に
功
績
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
一
月

ε

一
十
日
宇
和

島
市
役
所
で
聞
か
れ
た
第
二
十
七
回
V

Y
S
大
会
の
席
上
、
白
石
春
樹
愛
日
明
県

知
事
か
ら
炎
彰
台
れ
ま
し
た
ο

τて惣歪~望寝璽翠""察露翠望冨富島

現
況
屈
の
提
出
を

国

民

年

金

表彰・お知らせ圃E

国
民
年
金

の
障
害
年
念
、

母
子
年
金
、

遺
児
年
金
、

寡
婦
年
金
の

い
ず
れ
か
の

年
金
を
受
け

て
い
る
々
は
、
毎
年
五
月
中
に
「
国
民

年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
印
刷
は
、
引

き
続
き
年
金
を
一
え
け
る
権
利
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
屈
で
す
。

届
け
出
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
し
ま

す
と
、
次
回
か
ら
の
年
金
の
支
払
い
が

遅
れ
た
り
、
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
年
金
係
ヘ
提
出
し
て
下
さ
い

3・圃圃圃幽圃E露

ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
台
帳
の
整
備

町
で
は
道
路
訟
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
台
帳
を
作
成
、
整
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
が
管
理
す
る

道
路
の
維
持
管
理
お
よ
び
道
路
行
政
に

必
要
な
道
路
台
帳
を
整
備
す
る
た
め
の

大
切
な
作
業
で
寸
。

五
月
二
十
日
ご
ろ
か
ら
町
内
全
域
に

わ
た
っ
て
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ

の
際
、
道
路
縁
か
ら
左
右
二
十
セ
ン
チ

ド
の
範
凶
で
測
量
を
行
い
ま
す
の
で
、

個
人
所
有
地
へ
の
立
入
り
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

現
地
調
査
中
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
ヘ

労
働
保
険
の
申
告

納
付
は
お
早
め
に

昭
和
五
十
九
年
度
の
労
働
保
険
料
(
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
)
の
申
丹
、
納
付

の
時
期
が
き
ま
し
た
。
五
月
十
一
九
日
が

最
終
期
限
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
け
寸

め
に
子
続
き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。

労
働
保
健
申
告
手
続
き
で
ご
不
明
の

点
が
あ
り
ま
し
し
え
ら
、
愛
雄
労
働
基
準

局
0
8
9
9
(
2
5
)
2
1
0
1
、
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問

い
九
円
せ
下
さ
い
〉

青
い
烏
郵
便

は
が
き
を
発
売

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動

身
体
障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
ち
な

ん
で
、
皆
さ
ん
の
珂
解
と
関
心
を
高
め

る
た
め
、
青
い
自
一
吋
の
郵
便
は
が
き
を
問

月
二
十
日
か
ら
発
売
し
て
げ
ま
す
。

郵
政
省
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害
者

↑
一
級
/
で
手
棋
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
満
六
歳
以
上
の
ト
刀
に
、
富
田
い
鳥
は
が

き
を
一
人
二
十
枚
さ
し
上
げ
ま
す
。

こ
る
唱
の
々
は
、
手
帳
を
持
っ
て
郵
便

局
ヘ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
理
の
力

か
郵
便
に
よ
る
申
し
出
で
も
結
構
で
す
。

受
付
期
間
は
、
四
月
二
日
か
ら
六
月

一
日
ま
で
で
す
。
申
し
出
の
用
紙
は
、

各
郵
便
局
か
福
祉
事
務
所
に
備
え
で
あ

り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
郵
便
局
で
お
尋
ね

下
さ
い
。

鯉
の
ぼ
り
に
よ
る

感
電
事
故
を
防
ご
う

お
子
様
の
元
気
な
成
長
を
祝
う
「
こ

い
の
ぼ
り
」
の
季
節
で
す
。
鯉
の
ぼ
り

の
竿
が
電
線
に
さ
わ
っ
た
り
、
倒
れ
か

か
っ
て
感
電
事
故
を
む
こ
寸

J

こ
と
が
あ

り
ま
す
。
鯉
の
ぼ
り
を
お
た
て
に
な
る

と
き
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
下
さ
い
。

O
竿
は
金
属
製
の
も
の
よ
り
、
よ
く
乾

い
た
竹
や
木
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う

0

0
鯉
の
ぼ
り
ゃ
吹
き
流
し
が
、
電
線
に

巻
き
っ
か
ぬ
よ
う
、
電
線
か
ら
十
分
離

れ
た
所
に
た
て
ま
し
ょ
う
。

鯉
の
ぼ
り
や
吹
き
流
し
が
、
電
線
に

巻
き

コミ
た
り
、

午
が

電
線

に
倒

れ
か
か
っ
た
と
き
は
、
絶
対
に
手
を
触

れ
な
い
で
、
も
よ
り
の
四
国
電
力
営
業

所
へ
ご
連
絡
ド
占
い
。

ロHq
3
 

口同
内
，

ι
同
月E

U
 

内
職
の
仕
事
を
出
す
業
者
の
皆
さ
ん

は
次
め
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

@
家
内
労
働
手
帳
に
工
賃
額
、
支
払

日
な
ど
を
記
入
し
、
交
付
す
る
。

@
最
低
工
賃
額
以
上
の
工
貨
の
支
払

い
を
す
る
。

。
災
害
防
止
装
置
な
ど
の
取
り
付
け

を
行
う
。

家
内
労
働
者
一
内
職
者
)
の
皆
さ
ん

は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
家
内
労
働
手
帳
を
必
ず
受
け
取
り
、

委
託
条
件
の
確
認
を
す
る
。

畿
の
機
溶
剤
や
鉛
を
使
附
す
る
際
の

中
毒
や
火
災
に
ほ
意
す
る
。

持
定
の
危
険
令
室
作
業
に
従
事
す
る

人
は
、
労
災
保
険
に
持
刈
川
入
で
き
ま

す
c家

内
労
働
法
に
つ
い
ど
の
こ
相
談
、

問
い
合
せ
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
げ
会

課
(
宮

0
8
9
9
1
2
1
0
1
)

ま
た
は

4

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署
(
宮

0

8
9
4
2
2
1
1
7
5
0
)

へ
ど
う

労
働
条
件
の
向
上
と

生
活
の
安
定
を

家
内
労
働
旬
開

基
本
的
人
権

の
掌
重
を

憲

法

週

間

五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
に
、

五
月
一
日
か
ら
七
H
ま
で
の
一
週
間
は

憲
法
週
間
で
す
。

日
本
国
憲
法
は
「
基
本
的
人
権
の
尊

重
」
を
基
本
原
則
の
一
つ
と
し
で
い
ま

す。
こ
の
基
本
的
人
権
と
は
「
わ
れ
わ
れ

人
聞
が
人
間
と

L
て
生
き
て
い
く
た
め

に
も
っ
て
け
る
最
も
大
切
公
海
刊
」
で

す。
最
近
の
社
会
情
勢
か
ら
見
る
と
、
憲

法
が
保
障
す
る
人
権
は
、
残
念
な
が
ら

正
し
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
状
態
で
寸
。
自
己
の
権
利
、
利
益
の

み
全
、
士
張
し
、
他
人
の
立
場
を
認
め
な

い
た
め
い
起
き
る
問
題
が
見
う
け
ら
れ

牛
小
キ

9
0

を
う
一
度
憲
法
の
精
神
を
十
分
に
埋

解
し
、
ま
ず
相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊

か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
よ
う
心
が
け

土品
7

し
ょ
、
7
0

皆
さ
ん
の
な
か
で
人
権
を
侵
さ
れ
た

り
、
侵
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
万
は
、
ぉ

近
ぐ
の
人
権
擁
諮
委
員
、
ま
た
は
法
務

同
あ
る
い
は
そ
の
支
局
に
わ
気
軽
に
ご

相
談
ぐ
だ
さ
い
。

相
談
は
い
且
朴
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

計
y
cな

お
、
長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。

熊
野
能
…
推
さ
ん
(
長
浜
)
、
土
居
孝
章

さ
ん
(
柴
)
、
平
田
三
盛
き
ん
一
出
海
)

5月 1 日 ~7 日
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印刷

ゑ
後
移
〆

長
議
混

ゑ
後
写

l有l岸本印刷

いへ嵯役門口数そ付弓鰭離輸密鰹勝摺瑠 j
霊登地場そ述学試の試 瀦塁E諸問顔呈機詰議a=量繍副首 i 

fヘ O 方{主の試ぷ験と験 叫砥沼幽躍甑盟醤観鋤輯端蹴幽盟問臨 醐 開 t 

jど 8 連民他験芸科き期 ; 
う 9 絡諜 11 ・ 、昆お日の学に i 

什実21UH海空2 洲はし検プ せび 11業 な
4 募、い査身試し試。以男す本歳上 11 て

|集白こ 体験ま験 上子る国未、十応
4 事衛と 総合す場 ので心籍満二八募
1 務隊[土 食器。 11 学、身をの十歳資

昭和59年c， ) J 1日発行(毎月 1日発行)

寄
付
探
納

昭和59年5月号

O
出
海
保
育
所
母
親
ク
一
プ
プ
・
:
サ
ン
デ

ン
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

タ
ー
ボ
三
輪
車
を
出
海
保
育
所
へ

0

0
昭
和
五
十
八
年
度
櫛
生
保
育
所
卒
園

広報ながはま

児
保
護
者
一
同
:
・
ボ
l
ル
ラ
y

夕、

ボ
l
ル
の
空
気
入
れ
を
櫛
生
保
育
所

ヘ。
。
長
浜
凶
碁
愛
川
町
会
三
五
長
・
大
野
豊

さ
ん
一
:
世
時
計
を
高
齢
者
コ
ミ
ユ

二
テ
イ
セ
ノ

J

タ

i

へ}

教)1;: /一~， /'ー¥

大大 1" 1主
iJll叫':' HlI;H 
rn di成所

ヘ

長

浜

/
下
須
戒

/"'ー、， /〆ーー"

沖櫛ド櫛
5頁

浦生戒生

3
月
の
ト
ン
プ
は

但
パ
繁
川
ハ
ペ
ド
大
宇
イ
き
ん
の
カ
y
プ
ル

氏

名

亀

井

繁

男

刀
同
支
法
子

i也もEJ
卜81

婚
姻
届
時
年
齢

(一一一一)

(
一
一
一
)

(三

O
)

(
二
四
)

(三
O
)

で
一
一
一
)

ム
減
没
前
じ
久

保
本
口
県
知
ロ
チ

富
子守=

向白
井井

英勝 ltl敏
美 利苗範

Jiノz三 -[JLJ 

沖玉
野井

お
誕

で
と
う
H

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

長

浜

寺

岡

正

志

二

男

英

昭

沖

浦

上

町

隆

虞

長

男

純

也

長

浜

戎

徹

長

男

晃

弘

穂

積

久

保

勝

義

ニ

女

恋

愛

長

浜

武

内

勝

利

長

男

潤

白

滝

鎌

川

充

長

男

富

美

之

長

浜

藤

同

泰

治

三

女

絵

美

下

須

戒

稲

川

宏

長

女

愛

長

浜

水

本

鏡

一

長

男

力

市

海

河

村

典

一

長

女

菜

津

千

穂

積

久

保

文

雄

二

女

美

由

紀

白

滝

清

水

丈

司

長

男

純

一

出

海

中

伊

弘

行

長

男

美

喜

也

沖

浦

篠

原

輝

行

長

男

給

伸

長

浜

井

上

豊

一

旦

長

男

善

尊

お
〈
や
み

3
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

滝
「
口
井
コ
フ
ユ
(
九
一
)

坊
池
下
立
白
土
日
(
七
六
)

沌

中

野

勅

滋

(

仁

子

九

)

浜

川

崎

ミ

ヤ

コ

(

六

-

)

長自今自 f主

長

浜
包一、tuA 

櫛

生

豊

茂

fj

電

子
一
辺
正
ヘ

5
ム

什

パ

し

藤
岡
ト
ラ
ヱ

山

下

見

芳

高
崎
ト
ラ
ヨ

植

本

勇

酒

井

岩

雄

γ

口

村

典

子

(
六
六
)

(
九
二
令
)

(
八
八
)

(八

O
)

(
四
九
)

(
五
九
)

ご承知のように共同電話は、

Iフドの線を 2軒が共用していま

す の で 、 相 子 の 方 が お 話 し 中 だ

と使えません。

単独電話に変更ご希望の方は、お気軽に'屯報電話

局へご相談ください。

伊予長浜電報電話局

同電話

喜一議

今
年
も
早
い
も
の
で
よ
」
い
の
ぼ
り
H

の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
り
ま
っ
青
な
空

に
税
チ
仲
よ
く
泳
い
で
い
る
姿
を
み
て

い
る
と
、
な
ん
と
な
く
心
の
安
ら
ぎ
を

比
え
ま
十
。

と
+
一
ろ
丹
、

H
米
農
産
物
の
交
渉
も
、

口
本
の
柑
捕
、
玄
問
産
農
家
に
と
っ
て
は

た
い
へ
ん
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
長
浜
町
に
と
っ
て
も
み
か
ん
は

主
要
産
物
で
あ
り
、
今
後
の
動
向
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
行
政
と
生
産
者
、
消

費
者
が
一
丸
と
な
っ
て
足
腰
の
強
い
農

家
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
?
す
。

同
月
の
異
動
で
広
報
編
集
も
新
し
い

ス
タ
ソ
ブ
を
迎
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
り
(
お
-

宜5!'52一一0000

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

「散る桜i毎青ければ海に散

る」 五十年ほど前に、ある文

芸雑誌の投備機]で兄た人選告J

で、 i可と支 Lし〆い伺俳ド色"p)だろ〉と

!感惑動し丈とニこ山J ところがt主最I設主幻i近丘 「散

る桜残る ji災2もj倣i枚文
七勾Jを耳にし yアた具「三:二ニこ ~ 1)のiJ.¥とウ;につ

いては企く矢口ら古:いが、よく

似 た句JJIi]に心をひかれた。臼

本人特有の無常感が濃く渓~--) 

ているように足、えるカヘこの

わJを口ずさんだのは卒業生を

送った校長ではなかったか。

卒業坐と在校生を桜に見立ど

てのi'i8慨ではなかったかA 桜

は完全に散り終って、まさに

葉桜の候。きらびやかな花(J:

散って も 青 葉 若 葉の匂いは又

係別、生命の息吹きはいささ

かも衰えてはいな いA 無常と

無情の語呂が等しいため、混

1fT]されたり誤った解釈をされ

がちだが、無常変転は宇宙森

羅万象の本然の姿、卒業もあ

れば入子fもあり就職もあれば

退職も cわる。[Lld李それぞれに

草 木の jがたの移り 変 り が 繰

りかえ;されるが、変らないの

は営々たる生命のt-rに見えな

いカ。そのこ主命の中から愛情

が発動して来るの が人間、愛

情の発露が薄れて 白 け た 社 会

を無情な世の中という。天地

有情の世界をつくることが人

間最大のっとめと知る。

4月 1日現在 前 月 と の 比 較

12，449人 32人減

人 口 (男 5句897人) ( 2~ 人減)女 6，552人 26人減

世帯数 3，874世帯 5世帯減

機?


